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智という実践的観想法の記述に基づいて唯識説への展開を説明する試みがなされている31.

また，比較的限定された話題ではあるが， 『菩薩地』 「真実義品」に見られる『小空経』

からの引用に関する一連の研究は， 『普薩地』以降の磁伽行派の文献との関わりについて

考察するものであり，充実した成果をあげている32.

このように『菩薩地』 「真実義品Jに説かれる思想は，現代の研究では璃伽行派の思想

の原点と見なされている．

1ム2.4写本および校訂テキストについて

『菩薩地』に関して，入手可能な写本は以下の四種が知られている33.

（名称） （カタログNo.) （書体） （サイズ） （葉数） （行数）

Cambridge写本 Bendall, Add.1702 Nepali, 12× 2(inch) 144 6-8 

京大写本 Kyoto 74 Nepali 30× l l(cm) 206 7 

R.S泊訂tyayana写本 JBORS 24・4,p.145 Kutili 12× 2(inch) 266 7 

Nepal写本 NGMPP No. A 38/3 Raiijana 56× 6(cm) 144 5 

Cambridge写本（写本 C）は目録によれば9世紀のもので，一般にも 8～9世紀初頭のも
のと考えられている．写本自体かなり痛んでいる．この写本のみ，最終章m時ramaが付い

ている．京大写本（写本K）はネパーノレから将来されたもので，書写年代は不明だが， Rafijana

文字の写本から転写したものと奥書にある．基になった写本に欠落がある場合，その文字

数分だけ空けて書写している．写本系統上はCambridge写本よりも古形と考えられている34.

R.S砧訂tyayana 写本（写本 R）は R.S砧防tyayana 氏が ~alu 寺で撮影したものだが，写真の状

態により判読不能な箇所がある.Nepal写本（写本N）は現在はNepalNational Archivesに

保管されているもので，従来の校訂には利用されていない．脱漏が甚だしく，資料的価値

が低いとされてきたが，今回の研究で欠損部分を写本 Kの空白部分と照合した結果，これ

31三性説の起源として位置づけようとするものに荒牧［l976ab］があり，唯識思想への展開を

探ろうとするものに阿［1982］がある．

32長尾[1968][1978]pp.542・560，向井［l974][1983］，水尾[1983］，袴谷［1984］，阿［1984a].

33以下の基本的な情報は『党語仏典の研究』 pp.325・327参照．なお， 『党語仏典の研究』

では，宇井［1961］が参照したという「カルカッタ写本Jについて触れ，現在も存在してい

るかのように述べられているが，宇井［1961]viによれば，ここで言う「カルカッタ写本J

とは，当時立正大学教授であった木村日紀氏がカルカッタで書写したDevanagari文字の

写本で，すでに戦災で消失していると言う．

34 BBhw序文邑参照．
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がまさに写本KのオリジナノレとなったRaiijana文字の写本であることが判明した350

したがって，現時点で写本 CRNの三種を校訂作業に用いる基礎資料，写本 Kは写本 N

を解読する際の補助資料と位置づけることができる．写本CRNを比較すると，概して写本

Rと写本Nが一致し，写本Cが異なる読みを示すことが多い．

上記の写本を用いた校訂テキストで，本書の考察対象である「真実義品Jを含むものは

1
1
l
l
i－－－
 

て

思

以下の二点である．

I. Bodhisattvabh耐， dstatement of whole course of the Bodhisattva (Being fifieenth section of 

お~ac，釘bh曲1lj,ed. by Unrai Wogihara，大正大学聖語学研；東京， 1930・36.
2. Bodhisattvabh伽 ＇i[Being the XJ'th section of Asarig.伊'Ilda包Yogac.釘 bh伽 i},

ed. by Nalinaksha Dutt, Tibetan Sanskrit Works Series 7 ; Patna, 1966. 

I.荻原本は写本Cと写本Kを用い，チベット語訳，諸漢訳を参照して校訂したもので，現

在でも多くの研究で底本とされている. 2.Dutt本は写本 R に基づく校訂本で，その

Introductionによれば，荻原本と自身の校訂本を比較した結果，写本Cと写本Rの読みは一

致するとの趣旨が述べられているカsJ6，実際には両写本の読みは重要な点で異なることが見

受けられる．また写本 Rには写真の状態次第で判読不可能な箇所もあるはずだが，その点

をどのように解消したのかは不明である. 37 

1.1.2.3チベット語訳・漢釈について

『普薩地』のチベット語訳はrNal'byor spyod pa 'i sa las byang chub se問 中a'i sa (P 5538, D 

4037）としてテンギュルに収められている．翻訳者は Praj踊vannanとYeshes sdeで， 9世紀

初頭頃の訳である．

一方，漢訳には以下の三点がある．

玄奨訳 『職伽師地論』中「普薩地J（大正 1579,647・648年訳出）

曇無識訳『普薩地持経』 （大正 1581,414-420年訳出38)

コ

.a 

宇

民

3S本書に付した校訂テキスト参照．

36 BBhd p.3. 

37 de Jong ( 1987] pp.164-166参照．

38ただし，学者間で異論が多く，定説はない．沖本［1973]n.2参照．また， 『地持経』と『善

戒経』の成立年代にも諸説ある．沖本(1973］では『善戒経』に関する中国の経録の分析と

戒律思想の側面からの考察に基づき， 『善戒経』を『地持経』の異本異訳とし， 『善戒

経』→『地持経』→『菩薩地』の順に成立したであろうことを結論している．また，末

木（1980）では三訳それぞれに見られる構成の差違，教説内容の変化の例に広くあたり，『善

戒経』が他の訳に比べて完成度が低いことを指摘し，沖本氏と同様の結論を下している．

一方，勝昌［1989]p.253では，『善戒経』に『声聞地』への言及が見られる点を指摘し，

「『善戒経』を菩薩地の古い形と見る学説が現在有力なのであるが，そうだとすると何
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求那蹴摩『菩薩善戒経』 （大正 1582,431年訳出）

1.1.2.4註釈について

『菩薩地』の註釈は次の二種がチベット語訳で伝えられている．

l .Byang chub sems dpa’i路’i’grelpa (* Bodhisattvabhiimiv,-tt1) 

2. rNal砂orspyod pa'i sa las Byang chub sems中a’isa'i rnam par bshad pa 

(P 5545, D 4044) 

（’Yogacarabhiimau Bodhisattvabhiimivy五位y均 (P 5548, D 4047) 

1 は G~aprabha の著作で「施品j までの註釈， 2 は Siigaramegha の著作で，全体にわたる39.

1ム2.5 『普薩地』 「真実義品Jの現代語訳註研究について

『普薩地』のサンスクリット写本に基づく最初の研究は Bendall& La Vallee 

Poussin[l 905][1906)(1911］の『普薩地』の英語・仏語による抄訳であり，写本 Cに基づいて

いる．またFrauwallner[1956) pp.270・279では荻原本に基づいて「真実義品」の一部が独訳さ

れおり，宇井［1961］も荻原本を漢訳と対照させながら抜粋和訳している．これらは『普薩地』

の内容紹介に留まる．

『菩薩地』 「真実義品Jを考察対象とし，翻訳した研究には Willis[1979）の英訳がある．

Willis[ 1979］は『普薩地』の思想がいわゆる唯識的な観念論ではないことを指摘していなが

故一度だけでも声聞地を引用しているのかJ説明がつかないとし， 「これから推して『善

戒経』は，十七地を知っていたと想定すること，さらには他の四分の存在をも知ってい

たかも知れないと推定することを拒むことはできないであろうJと述べ， 『普薩地』の

原形は現存するサンスクリットに近いものであり， 『善戒経』はその内容を削除変更し

たものとする．

ただし，どちらの見解に立つ場合でも， 『善戒経』は何らかの形で手を加えられてい

るという点で，その他の諸訳，テキストとは異なる形態を示していることに代わりはな

く，少なくとも校訂作業の資料として利用することは難しい．

39 この他，インド起源の『菩薩地』の註釈として， G~aprabha 著 Byangchub semsφaγtshul 

kカ血1skyi「le’ubshadpa （’Bodhisattvasilabha~ya)(P 5546,D 4045), Jinaputra著Byangchub sems 

中d tshul劫r加s勾rile'u諸問 cher'grel pa (* Bodhisattvasilaparivarta凶均（P5547,D 4046) 

があるが，これらは「真実義品Jの註釈を含んでいない．
また，中国で作成された註釈で現存するものは以下の五点である．

1.窺基撰『瑠伽師地論略纂』（16巻）（大正 1829)

2.遁倫撰『職伽論記』（24巻）（大正 1828)

3.滑棄撰『瑞伽師地論義演』（40巻）（中華大蔵経 1,30)

4.法成撰，智慧山記『瑞伽師地論分門記』（6巻）（大正2801)

5.法成撰，福慧記『璃伽論手記』（4巻）（大正280i)

・12・



The Tattv.盈曲＇8p8向laof the Boe盈邸ttvabhiimiに関する凡例

1. この校訂テキストは荻原雲来校訂Bodhisattvabh白域大正大学聖語学研；東京， 1930・36)

の第四章「真実義品Jの改訂テキストである．

2.テキストの作成にあたって，使用した写本および略号を以下に示す．

C Cambridge写本

K 京大写本

R R.Sanlqtyiiyana写本

N Nepal写本

Bendall, Add.1702 

Kyoto 74 

JBORS 24-4, p.145 

NGMPP No. A 38/3 

3.校訂にあたって，上記の写本の他，チベット語訳（北京版No.5538，デルゲ版No.4037),

および漢訳（玄奨訳『瑞伽師地論J本地分中「菩薩地J，大正No.1579）を参照した．

c 
4.テキスト中の（）で示した数字は荻原本の頁を表す．また各写本のフォリオの変わり

目は（）内に各写本の略号とともに示した．
n 

.I'. 
/ 

5.異読を提示する際は，まず，テキストで採用した読みを提示し，その直後にその読み

の根拠となる写本を略号で示し，その後；で区切りながら異読を提示した．
2 

6. 荻原校訂本の読みがどの写本とも一致していない場合のみ， cf.W：としてその読みを

注記した．ただし， sarp.dhi および d~<.ia に関しては荻原本との違いを一々注記しない．

7.写本の欠損および不鮮明な箇所は，写本CおよびRについては異読と関わらない限り

注記しない．ただし，写本Nおよび写本Kに関しては，写本Nの欠損に対応する箇所を写

本Kはーによって欠損している文字数分だけ空白にして示しており，このことから写本N

は写本 Kの基になった写本であることが分かるので．それぞれの欠損および空白をすべて

注記した．

3. 

4. 

な4
8.写本筆者が明らかに訂正を施している場合は，注記していない．ただし写本 Nの訂正

が写本Kに影響を与えている場合はその箇所を注記した．
5

て
9.写本中の表記について， tatva,satvaはそれぞれ正規形のtattva,sattvaに改めた.rの後の

子音重複（例：tarkka,varttate, nirdde~a, dhannmaなど）については，重複しない形に改めた．

文末のanusviiraはmに改めた．これらは一々注記しない．

-76・



一一・～司．

1 0.記号について

＋：一文字分欠損．ただし該当箇所すべてが欠損している場合はlacunaとした．

：文字の一部が欠損．

＝：空白． （写本Kのみ）

日：文字が一部不鮮明な場合．ただし該当箇所全体が不鮮明な場合は illegibleとした．

〈〉：写本筆者が誤写に気づき，削除した部分．

The *Tait油泊弓pafa}a凶 iSCBJ匂ofthe * Bodbisattvabh血d由 iscayaに関する凡例

り

1.このテキストはチベット語訳『瑞伽師地論』「菩薩地決択」（切＇odhisatt四bh伽 ivinisc.砂包）

の「真実義品の決択J(*Tam釘'hi抑・talaviniscaya）の部分校訂テキストである．なお，

’Bαthisatt悶bhiimiviniscayaとし、う題名はチベット語訳（ViSgP zi300a6, D油i285a7）里yang
chub sems中a’＇isa’i rnam par gtan la dbab paおよび漢訳（694c22）「普薩地決揮Jに基づき，ま

た吋冶ttvai拍司pafala吻 ・iscayaはチベット語訳（ViSgP 'i29b5, D zi27a7) De kho na’i don gyi le 'u'i 

rnam par gtan la dbab paおよび玄襲訳（706cl4）「異質義分決揮Jに基づいて想定したサンス

クリット原題である．

み

2.校訂にあたって，使用した版本および略号を以下に示す．

を P Peking edition, No. 5539. 

D sDe dge edition, No. 4038. 

C Cone edition, No. 4005. 

N sNar thang edition, No. 4328. り

写

N

て

3.各版本のフォリオの変わり目は（）内に略号とともに示した．

4. 異読を提示する際は，まずテキストで採用した読みを提示し，その直後にその根拠と

なった版本を略号で示し，その後；で区切りながら異読を提示した．

’正

5. Narthang版で用いられる縮字表記（bsduyig）は異読にあげていない．なおbsduyigについ

てはEimer[l992] pp.94・104を参照．

tの

・77-
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The Tattvarth司pafalaof the Bodhisattvabhii.mi 

(37) tattvartha~ katama!Y 1 samii(K23a2)sato dvividhaM 2 yathiivadbhiivikatiiqi 3 ca 

品arm~加 arabhya ya bhiitataf yii(R25al )vadbhavikatarp.5 ciirabhya ya dharmai:iaqi sarvata/f iti 

bhiitata sarvata ca dha(Cl 7a4)rmai:iarp samastas tattvむthoveditavy功1;7

2.1 

sa punar 時a8 tattvartha~ prakiirapr油heda(Nl7a3)tas caturvidhal:iJ 9 lokaprasiddho 

yuktiprasiddh~ kldavarai:iavisuddhijfianagocaro 10 jfieyavarai:iavisuddhijfiiinagocaras ca//11 

2.2.l 

tatra laはikiiniirp sarve~arp yasmirp 12 vastuni sarpketasarpvrtisarpstaviinugamapravi~tayii 13 

buddhya darfanatulyata bhavati/14 tad yatha prthivyarp 05pロhivyeveyarp15l nagnir iti//16 yatha 

pfthivyam ev創na伊avapsu vayau riipe刊伺bde~u gandhe刊 rase別 spra~tavy句u bhojane pane 

yane <11vastre 'larikiiropaviciire 17l bhiii:i<:fopaskare gandhamalyavilepane町tyagitaviidi回 18iiloke 

strip町田aparicaryayarp匂etrapai:iagrha(K23b1 )vastuni sukhad叫khedu悼hamidarp na19 sukharp 

sukham idam na 20 d~am itν21 samasata 22 idam idarp 23 nedam 1 evam <2idaqi niinyatheti 

1 I N; om. KRC 
2 // K; I NR; om. C 
3 -Ip C；・8NKR 
4 I NR; om. KC 

5 -'11 C; -fi NKR 
6 II K; I N; om. RC 
7 II K; I NR; om. C 

: e~a NKRC; c 
I R; II K; om. NC 
io -ro NK；・raI:iC；・r必~I R; 
11 // K; I NR; om. C 
12 -'11 C; -n NKR 

13 saqtketasarpηtisaqlstavanugamapravi平ta~a NKR; saqike＋＋＋一isaqistavanagamapravi計五yaC; cf. 
14 W: saqiketasaqiηtisaqistavaniigamaprav1号tayii
I NR; II K; om. C 

1~ prthivy eveyaqi NR; pfthivyaiveyaqi KC 
』u II K; I R; om. NC 
17 vastre 'lailkaro・； vastrealailkiiro・NKC;vastrel alankaro-R 
！？吋ditra；吋<litreNK；吋<litre/R; +++ C 
19 na NKR; nedarp C 
20 na C: nedaqi NKR 
21 I R; om. NKC 

~： sa耐制限R;samasataI:i C 
idaqi RC; idan NK 
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niscitaclhimuktigocaro2> yad (Cl 7bl) vas刷 sarve華街neva laukikanarp pararp.pariigatayii satpjfiayii 

svavikalpaprasidclharp.3 na cintayitvii tulayitvopapan~yodgrhitam4 idam ucyate <51okaprasidclharp. 

tattvarp. 5> I t6 

2.2.2 

yuktiprasidclhatp 7 ta従varμ katamat/ 8 sat句”lktiirtha(R25bI )p問t,litiin初＜9vic拘伺iinarp
9 ) tiirki踊.Qarp mimarpsakiin卸 ta(NI 7b I )rkaparyiipanniiyiitp ' bhiimau sthitiiniitp 

svayarp.priitibhiinikyarp 10 piirthagjanikyiitp 凶 miitpsiinuc釘itiiy初 pratyak号制 祖国niinam

iiptiigamarp. pramiiQarp ni封tyasuvicitaniscitajfiiinagocaro11 <12jneyarp. vasぬpapattis袖 anayuktya12>

prasiidhi(38)tarp. vyavasthiipitam idam ucyate <15戸lktiprasiddharp.13tattvam//14 

2.2.3.1 

kle錨varat.tavisudclhりiiiinagocaras15 > tattvatp katamat/ 16 sarvasriivakapratyekabudclhaniim 17 

anasravet.tiiniisravaviihakena 18 ciinasrava何事thalabclhena 19 ca laukikena jiiiinena yo 

<20gocaravi号ay~（K24al )/ 20 > i也m ucyate klesiivarat.tavisudclhijiiiinagocaras <21tattvam// 21 > 

tenatambanena klesiivar切実jj直面白nvisuclhyaty aniivarat.tatve cayaty盈pSarp ti斜hate/22 tasmat 
23 klesavar伺avisudclhijiianagocaras tattvam ity ucyate// 

1 ne畑氏 nedarp.NC; te伽mK 
~ i件件＋＋scita品加uktigocaroN; i=scitiiviimukti伊caroK 
, -111 C; -tp/ R; -ml N; -ml/ K 
4 tulayitvopapari~yodgrhitarn; tulayitvひpapan~ya udgrhitam NK; tulayitvopaparik~ya/ udgrhitam 
5 R; tulayitvii upapar＿~yodgrh_tam_ C; cf. W: tulayitvii upap幅k~yodgrhitam
lokaprasiddharp. tattvarp. R; lokaprasidclhan ta町 atpNK; lokaprasiddha_ tattva_ C; cf. W: 
6 lokaprasidclhatattvarp. 
II KR; I N; om. C ；官邸i仙 arp.R; -prasi仙 anNK；哲郎副ha一C;cf. W: -prasid品a-
I NR; II K; om. C 

~－ vi日件日目＋山paryiipanniiyarp N; vi－一一---=rkap附 panniiy初 k
；~ svayatppriitibhiini胸 NKR;sv~y~ bhiimau priitibh匂i同 C
1 1 suvicitaniscitaj踊nagocaroR; suvicitaniscitatp jiiiinagocaro NK; suviniscitaj1百nagocaroC 
12 jiiey問tvasぬ・ RC;jiieyav；剖tii・NK
3・mRC;-nN 
14 // R~ om. C 
1~ yuktipras_dclhan ta＋＋件＋＋朴＋＋＋＋＋＋sN; yuktiprasidclha===s K 
"' I R; om. NKC 
17 -m NKR; -tp C 
'0 aniisravet.tii-C；叩討rave:i,a-NKR 
" ciiniisrava-NKC: ciiniisrava-R 
山崎INR；叫IIK; -a C 
~1 -mil K; -ml NR; -tp C 
22 I NR; II K; om. C 
~~ kl_ ++++vijiiiinagocaras N; kle＝ーvijiiiinagocarasK 
£ .. II K; I NR; om. C 
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Iii 2.2.3.2 

tat p四割 tattva1pkatamat/1 catviiryむyasatyiinid時kha1psamudayo nirodho marg；凶 ca/2ity 

etiini catviiry 盈yasatyiini3 pravicinvato’bhisamiigacchato 4’bhisamiigate平u5 ca t吋 jiiiinam

utpadyate/ 6 sa punal, satyiibhisamayal, 鋪 .vakapratyekabuddl曲福m skandhamiitra r I l 

upalabhamiiniinii 

pratityasamuゆ卸nas抑 s凶rodayavyayapratisarp戸広tayii prajiia y ii 

skand』iavinirrnuktapudgaliibhiivadarsaniibhyiisiidutpadyate//8 

rp 

p. 

n
n
n
 

2.2.4.l 

jiieyiiva.I"aQavisuddhijiiiinagocaras tattvaip katamatf jiieye jiiiinasya pratighiita IO av訂＇8Q81Ility 

ucyate// 11 tena jneyiivar切ena v加味tasyajniinasya(Cl8al) yo ii <13gocaro vi明yas13 ＞吋

jiieyiivaral)avisuddhij鼠nagoca(K24bl)rastattva1p14 veditavyam//15 

2.2.4.2 

tat punal, katamat/16 bodhisattvar曲nbuddhiiniiip. 17 ca bhagavatiiip. dharm組 airiitmyaprave錨ya

pravi~tena suvisuddhena ca sarvadharmiii;iarp 18 nirabhiliipyasvabhiivatiim 19 iirabhya 

prajiiaptiviidasvabhiivanirvikalpasamena 20 jiiiinena yo(Nl8al) gocaravi号ayaQ!21 siisau paramii 

-22 ・ 23tathatii nirutt釘a jiieyaparyantagata yasyiil, s創PYはS紅vadh釘maprav1cayii nivartante 

7 

1 IR; om. NKC 
2 I NR; II K; om. C 

~ 抑制抑制限C；叩制yiiniR 
；’bhisamiiga叫 ato;bhisamiigacchato NKC；’bhisamagacchato R; cf. W：’bhisamiigaccl 
’bhi-; bhi-NKRC; cf. W：’bhi-
6 I NR; II K; om. C 

’iitmiinam NKR: iitmanam C 
SグNK;IR;om. C 
9 I NR; II K; om. C 
~~ pratighiita NKR; prati由主taC 
" II K; I NR; om. C 
1~ yo NR; om. K; + C; cf. W: om. 
;: gocaro vi抑制 NK;gocaravi抑制 R；＋日＋＋＋sC 
tattvarp.; tattvam NK; tattva(rp.] R; tattve C; cf. W: tattvarp. 
15 
II K; I NR; om. C 
16 I R; om. NKC 
17 
・mKC; -n N；・（rp.]R 
18 ~· sarvadharmai;iarp NKR; sarvarp. sarviiniirp. dharm8r)初 C
19 
nirabhiliipyasvabhiivatiim NC; nirabhilapyasvabhiivatiim R; nirabhiliipyarp. svabhiivatiirp. K; 
20 
prajiiaptivadasvabhiivanirvikalpasamena; pra[jiia ]ptiviidasvabhiivani_ v _[+]++[same ]na C; 
prajiiaptiviidasvabhii vanirvikalp負jiieyasamenaNKR; Bendall & La Vallee Poussin[1906]p.221 
n.3: prajfiaptiviidasvabhiivanirvikalpasamena; cf. W: prajfiaptiviidasvabhiivanirvikalpajiieya-
samena 
21 I R; om. NKC 
22 
・taNK.C；・tii/R 
2l 
sarp.yaksarvadharma-C; sarvasarp.yagdharrna-NKR 
24 
nivartante; nivarttante KR; nivarttantel N; nirvarttante C; cf. W: n仕vartante
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nii.tivartante1/t2 

3.1 

(39)tat punas3 tattvalak~aQatp. 4 <5vyavasthii.nato’dvayaprabhii.vitatp. 5> veditavyam//6 dvayam 

ucyate bhii.vas cii.bhii.vas 7 ca/ ;8 

3.2 

・ ー・ 9tatra bhii.vo yal). prajiiaptivii.dasvabhavo vyavasthapitas tathaiva ca dirghakii.lam abhinivi~to 

lokena sarvavikalpaprapaiicamiilatp.10 lokasya 11 tad yathii.而pamiti vii.12 vedanii. satp.j筒 satp.s同d

vijiiii.nam iti vii. c向田iti(R26bl）略的tratp.伯尚atp.jihvii. kayo mana iti vii. pロhivitivii./13 ii.pas 
tejo viiyur iti vii.而pamiti vii.14 sabdo g組曲orasal). spr矧抑制 iti vii. kuSalam iti vii./15 akuSalam 

iti vii./16 avyii.lqtam iti vii./17 utpada(K25al) iti vii.18 vyaya iti vii./19 pratitysamutpanna iti vii.120 

atitam iti21 vii./阻 ii.gatamiti vii./22 pratyutpannam iti vii./23 satp.s防匂miti vii./24 <25 as創ps訂tamiti 

vii. 25 >; 26 ayatp. lokal;t paro loka 17 ubhau 28 S耐yac組合amasau29 yad api tad 30 

1 nii.tiv釘tan
ι II K; I NR; om. C ；阿部 NKR;p叫 C
tattva・NKR;sattva・C
: -nato’dvaya-; -natal). adv紗 C;-natal)./ a伽 ya・NKR
II K; I NR; om. C 
7 cii.bhavas NKR; cabhabhavas C 
8 11 K; I NR; om. C 
9 -s NKR.; -}). c 
:0 sarv 
1 1 -sya NKC; -sya/ R 
2 vii. C; vii./ NR; vii.II K 
13 vii./ R; vii. NKC 
14 vii. NKC; vii./ R 
15 I NK; om. C; illegible R 
•u I NR; II K; om. C 
17 I NKR; om. C 
18 vii. NKR; om. C 
19 I NR; II K; om. C 
20 I NRC; II K 
21 atitam iti KR; atitamati N; atita iti C 
22 I NKR; om. C 
23 I NR; II K; om. C 
24 I NR; II K; om. C 
is as抑制amiti vii NKC; om. R 
岬 IN; II K; om. RC 
27 ・aNKR; ・功 c 
“ubhau NKR; ubho C 
29 -au NKC；・au/R 
30 tad NKR; om. C 
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dr終a~rutamatavijiiataqi1 praptaqi parye与itaqimanasa’nuvitarkitam2 anuvicaritam iti va/3 antato 

yav.姐 nirvaQamiti vat ity evaqibhagiyai,. p判員aptiva也凶iiQhaI,.5svabhavo dhann匂拘1lok舗ya

bhiiva ity ucyate/f' 

3.3 

t抑制御oyasyaiva7品pamiti prajiiaptiviidasya yavad antato nirviiQam iti prajiiaptivactasya 

nirvastukatii n出回ittataprajiiaptivadasrayasya 8 S釘veQasarvaqi nastikatii 9 asai:pvidyamiinatal w 

yamil asritya prajiiaptivactai,. <12na pravartetayam12> ucyate’bhii vai,.t I 13 

3.4 

yat punaJ,. p面vake早aca bhiiveniinena cabhavenobhiibhyiilp.14 bhavab随時bhyiilp.吋n加nuktai:p

dhannalak早aQasai:pgrhitamvastu tad advayam/ 15 yad advayai:p tan 16 madhyama pratipad 

< 17 antadvayav.珂itanirutta侭27al)retyucyatetF> 

4.1 

(Nl8bl)(K25bl)tasmiips ca tattve buddhaniilp. 18 bhagavat抑制（40)vi&ud品ai:pjiianai:p 

veditavyaml/19 bodhi(Cl8bl)sattvanai:p punai,. si~iimiirgaprabhavitaqi tatra jiiiinai:p veditavyami/2° 

I <4°写tasrutamatavijii.atai:pR；合計asrutama羽ijii.atai:pC; cir事tasrutamatamindratai:p N; 
t抑制tamatamij筒tai:pK 
；’nuvitarkitam NK.R; anuvitarkitam C 
I NR; II K; om. C 
4 IR; om. NKC 

~ -n凶仙 RC；・仙功 NK
II K; I NR; om. C 

~ yasyai川 yaasyaiva NKRC 
9 prajii.aptivadasrayasya NRC; prajiiaptivadiiii ca yasya K 
nastikata C; nastikatii/ R; nastitii/ N; nastitii/I K 
'0 I NR; om. KC 
11 yam NKRC; cf. W: yam 
12 
na pravartetayam C; pravartetayam NKR; cf. W: pravartate. ayam. 
13 II K; I NR; om. C 
14 -nobhii・；・m ubhii・NK；・na/ubhii-R；・enatadubhii-C 
15 I NR; II K; om. C ’ 

~~ tan NKR; sii C 
a’antadvayavarjita niruttarety ucyate//; a111tadvayavivarjitai:p n凶 aretyucyate C; 

antadvayava~[ij]itii/ niruttarety ucyate/ R; [ai:pta]dva~av~7i_a_i++ _e++ _e N; antad 
advyayavarjjitii＝一一＝ K; cf. W: ai:ptadvayavivarjitai:p niruttarety ucyate. 18 -i:p KRC;-m N 
19 // K; I NR; om. C 
20 
II K; I NR; om. C 
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4.2 

sii ca prajfiii mahiin upiiyo bodhisattvasyiinuttariiyiil) samy山町bodhet,priiptaye//1 tat kasya 

(2hetoiy' 2 ) tathii hi bodhisattvas tena siinyatii品加o均eQatiisu <3tiisu jiiti~u prayujyamiinat, 3 > 

sattvasvabuddhadharmaparipiikiiya 4 sarpsiir宅 saQlsaran5 I 6 tarp 7 ca sarpsiirarp <8yathiibhiitarp 

p制¥jiiniiti8>na ca punas tasmiit sarpsiiriid組 ityiidibhir紘arairmiinasam udvejayati9//10 

4.3 

sacet sarps訂溜nyathiibhiitarp (I Ina parijiiniyiin na saknuyiid I I ) riigadve明mohiidikiit

sarvasarp.klesiic cittam adhyupe均i同m 12 anadhyupek与amiiQas13 ca saipkli与tacittat, sarpsiire 

sarps釘et14 //15 saipkli事tacittai,16 sarps釘創p17 naiva buddhadharmiin paripiicayen 18 niipi sattviin 

sacet punar anityiidibhir誌訟aii,saQlsiiriin miin創出nudvejayed19 ev抑 20sati <23bo品isattvo21laghu 

lagbv eva parin位viiyiit/22 23 > laghu laghv eva parin町抑制l24 bodhisattva evam api naiva 

buddhadharmiin naiva sa(K26a I )ttviin p釘ipiicayet//25kutaQ punar anu附句 samyaksarpb叫him

abhisarpbotsyate/ /26 

I // NK; I RC 

= -IY N; ・り／／ K; -Q C; -s R 
~ tii_u ++++-+jyamanat, N; tasu = prayujyamiinat, K 
勾 sattvasvabuddhadharmaparipiikiiyaNK; sattvasvabhuddhadharmaparipa+ya C; sattve刊
5 buddhadharmmaparipapaya R 
-n NKR; -Ql.C 
6 I N; II K; om RC 
7 taQl C; taii NKR 
~ yat凶bhiitarpparijiinati NKR; om. C 
：附抑制 NKR；凶吋刷eC; cf. W: ud吻 yate
0 II K; I NR; om. C 
~~ na p副j面iyanna s山km
；~ a晶卯伊均itumC; adhyu k事i附 nN; avyutp尚 itvamK；必例1JeR 
－~ ana品川elQ;antAQ凶 NRC;anavyupe均aminasK 
；’蜘saretNK; sarp叩蜘 R;on
3ρK; I？恨；om.C
:6叫 H事tacitt功 NKR;om. C 
17 -rp C; -n NKR 
8 -n RC;-t NK 

；’ u州 ayedNRC；附吋eyedK 
0 evarp NRC; eva K 
21 bodhisattvo R; +dhisattvo C; om. N 

;; -ti NR；・lc 
3 om. K 

~： -rpい NKR
5 II K: I NR: om. C 
26 // NK; I RC 
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4.4 

tenaiva ca1 錨nyatidhimo~eQa 侭27bl) boぬisa即時 pra川yamiino2na nirviQid uttrasyati 

nipi ca nirviQaqi p品rthayate/Psaced bodhisattvo nirvi早idut位回yetpara岡 nirvi早錨aqibhiro’sya

na parip面yeta4 yathipi 5 tad uttrastaminasatviin n仕vi加 6 ’nan凶aqisa伽.rSinas 7 

tadgatagUQi也r伽 ab8 prasididhimuktiviv紅jitasya bodhisattvasya// 9 sacet punar bodhisattvo 

nirviQe 10 prirthanibahulav也iri bhaved iSv eva parinirviyid isuparinirviyan 11 naiva 

buddhadhann勧1na sattviin paripicayet//12 

4.5 

tatra yi ca saqis蜘 nyathibhiitam13 aparijinatal) s抑制i!itacittasyasaqisirasaqisftil}f/14 ya ca 

(41) saqisirid udvignamiinasasyiSunirvr(NI9al)tibf/ 15 yi ca nirviQid uttrastaminasasya 

<16tatsaqibhirip釘ip世均IIyi 16 > ca n廿viQapr初出nib油ulav也盈i加 11 c1siSupar也irvrtiray創n18) 

組 upiyobodhisattvasya veditavyo’nuttar量yib19sa(K26bl)myaks咽1bodhebft2° 

4.6 

yi punllQ saqi市町yathibhiitaqi parijinato (Cl9al）’saq虫li!itacittasya21saqisirasaqisrtir22 yi 

ca saqisirid anityidibhir ikirair 23 却 udvignamiin儲 asyin誕m仕切ir 24 yi ca 

nirviQinut回 st釘niinasasya25(ltatsambhirapariplirir ya1> ca nirvi:Qe gUQin凶aqisa也rsi(R28al)no2

1 ca NKR; om. C 

; -o; -a NK; -ab/ R；叫 C
4 II K; I NR; om. C 
5 parip耐yetaNK; p釘ipiiryeta/R; p耐yetaC 
6 yathipi NKC; yathipi ca R 
-e RC; -e/ N; -e// K 

！’n組凶制砕 R；叩an凶如砕 C;an 
；．伊i;iid釘r毒inab N限；例a白rs釦ac 
II K; I NR; om. C 
10 -e NKC; -el R 

~~ isuparinirviyan NK; isuparinirviyaqi R; isuparinirviQiin C 
·~ II K; I NR; om. C 
13・m限 R;-qi C 

一IIK; I NR; om. C 
15 II K; I NR; om. C 

16 tatsaqibhiriparipiiribfl yi NK; tatsaqibhariparipiiriQ/ ya R; t抑制bhiripari肉 yic 
17 
nirviQaprirthanibahulavihiriQa NR; nirviQaprirthanivahulavihiri:Qa K; nirviQaprirthani/ 
bahulavihiriQaQ C 
18 
山・tirayam RC; -till rayam NK 
L’nuttar.草刈ほR;nuttariyil) C 
II K; I R; om. NC 

21’saqikli事tacittasyaR; saqikli!itacittasya NK; [a]sa一kli与thac_ttasyaC 
22 
saqisir制御psrtirR; saqisirasaqisrtib C; saqisiraqi saqisrtir NK 
23 -r NKR；・hc 
24 
晶1iSunirvrtirk；晶1isunirvrtiNC；・inisun仕叩iR 
25 
mrviQinuttrasta-NKR; nirvi:Qid anuttrasta・C
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na ciityartham utkaQthapraptasyii.Sunirvrtir 3 ayarri bodhisattvasya mahan upayo 'nuttarayiib 4 

satpy：紘sarribo品er5anupraptaye/ f sa cayam upayas 7 tasmin p釘amasiinyataぬimo均es祖国制叫118

tasmat sa9 paramasiinyatadhimok開bh亙vanabodhisattvasya sik詞margasarrigrhita10 mah如 upiiya

ity ucyate11 yad uta tathagatajiianadhigamaya/112 

4.7 

sa khalu bodhisattvas tena diiranupravi卵na dharmanairiitmyajiiiinena 

nirabhilapyasvabhavatarri sarvadharm匂初 yathiibhiitaip viditva na kaipcid 13 dhannarri 14 

kathaipcit15 vikalpayati16117 nanyatra vastumiitrarri grhQati tathatam五位arri181119 na casyaivaip20 

bhavati <21vastumatrarri vaitat21> tathatamatrarri vety22紅白etu sa bodhisattvas caraty arthe parame 

caran sarvadhanniirps23 taya ta(K27al)thataya samas印刷 yathabhiitaipprajiiaya pasyati//24 

4.8 

S釘vatra25 samadarsi samacitta4 san paramam 26 upelqiaip pratilabhate 27 1128 yam asritya 

sarvavidyasthanakau8al抑制
29 
prayujyamano bodhisattva}) sarvaparisramail) 

1 tatsambhara戸ripiirirya NK; tatsambharaparipiiri ya R; t抑制bhara仰向yac 
' -nusarrisa-RC; -n凶 aipsa・NK
3 utkaQthap削併・ NK;illegible RC; cf. W: utkai;i.thaip priiptasyii-

；’nuttarayal) R; n蜘均劫 NKC
6 sarriyaksarribodher NKR; saipmyaksarribodher C 
II K; I NR; om. C 
7 -s RC; -b N; -QI/ K 
8 II K; I NR; om. C 
9 sa NKR; sa C 

10 -s創pgrhitaNKR; -saipgrhito C 
11 -e NK.C; -el R 
12 II K; I NRC 
13 karpcid; kaipci sic C; kaiicid NK; ki負cidR 
14 dhannarri NK.C; om. R 
15 kathaipcit C; kathaiicit NK; om. R 

1~ vikalpayatiほ R;kalpayati C 
" I NR; II K; om. C 
18 -rri NKC; -m R 

19 II K; I NR; om. C 
20・mRC;-m NK 
21 vastumatrarp vaitat; vastumatram va etat NK.; vastumatraip vat etat R; vastumatraip tat C 
22 vety NK.; cety C; i叩＇egibleR 
む－rrisNRC; -s K 
24 // K; I NR; om. C 
25 sarvatra NKR; sarvatra ca C 
26 -m NKR; -rri C 

27 pratilabhate NKR; pratilate C 
28 II K; I NR; om. C 
29 -kausal抑制 NKR;-kausale別 C
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sarvadul)lchopanipatair 1 na nivartate// 2同iprarpc紘lantakayo3 'klantacitta~ 4 tatkau8alyarp. 5 

samudiinayati/f m油asmrtibaladhanaprapta§ ca bhavati/F(R28bl} na ca tena kau8alyenonnatiip8 

gacchati/19 na10 pare早盈n01aca可amu将iipkaroti 11>1112 

4.9 

(42) s町山凶a(N19bl)lye~u13 casarp.linacitto bhavaty uts油avanavyahatagatis ca bhavati 

合侭28b2)<;thasann劫aprayoga~ yathii yathii sarp.sare sarp.saran 14 dul)lchavise手atplab油tetatha 

tathots滋iarp15 vardhayaty anuttarayiiQl samyaksarp.bodhau// 16 yatha yatha samucchrayavis句am

adhigacchati/17 tatha tathii nirmanataro bhavati sattviinam antike//18 yathii yathii jiianavise~am 

adhigacchati/ 19 tathii tathii bhiiyasyii miitraya 

paropararp.bhaviviidaprakil'J}.alapit紘lesopaklesebhya820ca vrttaskhalitasamudiiciirebhyab parijiiiiya 

pari(K27bl)jiiaya cittam adh戸1pe~ate 21 // 22 yatha yathii gunaib 23 vardhate tathii tathii 

praticchanna(Cl9bl)kalyiiQo bhavati/24 na parato jii加 IP2ssam組 ve事ate/26na labhasat同ram//27

ima28 evarp.bhiigiya <29bahavo’n凶aipsa29>bhavanti3° bodhisattvasya bodhip抗野草 bodhyanukiilas31 

~ -r KR; -s N；市 C
; II K; I NR; om. C 
-o; -ab NKC; ・功／ R ：’klantacittab; akl如taci悦功 C；紘Iii
6 tatkaufalyaip NKR; tatkaufalaip C 
II K; I NRC 
7 11 K; I NR; om. C 

~ kau&alyenonnatiip R; kau8叫Iyen 
ヲ IIK; I NR; om. C 
10 
na NKR; om. C 
II 
12 acaryamu~－叩＋roti N; acayamt峨iJp=yeti K 
II K; I NR; om. C 
13 -kausalye刊 NKR;-kau&ale刊 C
14 
-n NKR; -IP C 
15 tathotsahaip R; tathotsiiham NK; tathii utsiihaqi C 
16 // K; I NR; om. C 
17 I NR; II K; om. C 
is // K; I問。m.C 
19 I限 C;II K 

~o -pr政i町alapitakleso・；－prak-r:Qalapitiikleso・C;-prakil'J}.加Iapatiinukleso・N;
-prak-TQQalapitiinukleso・K;-praklrQQalapitiitakleso・R
21 adhyupek明teNRC; av戸ipek平ateK 
22 II K; I N°R; om. C 
23 
24 -aib C；・airk；・aiN; illegible R 
I NR; II K; om. C 
25 
26 jiiiitwri NRC; jniitaqi K 
"IR; om. NKC 
27 II ; om. NKRC 
28 
29 ima; ime NKR; imii C 
bahavo’nusamsii R; bahavo 'nusaqi舗に bahavo’nusaqisiit N; bahavaりanusamsiic 
30 bhavanti KRC: bhavaqiti N 
31 
-s NKR; -b C 
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t li.jiianasannisritasya// 1 tasmad ye kecid bodhim anupraptavanto 2 ye kecit prapsyanti ye ca 

prapnuvanti/3 sarve ta 4 etad eva jii如創dni剖tya<6nanyan n同mup6>prativisi~tarp vii/I' 

4.10 

evarp ni~prapaiicanayartiQho bodhisattva 8 evarp 9 bahvanu8arpsa 10 (R29al) atmanas ca 

buddhadharmaparipakiiya pare号沿n11 ca 12 yanatrayadharmaparip政iiya13 S創nyak pratipanno 

bhavati//14 evarp 15 ca punal}. samyak pratipanno bhvati bhoge~v atmabhiive ca nis情t;to16bhavati//17 

nistr事t;tatayarp.18ca sik~ate19 sattve卯 bhogatmabhavaparityagayaJ/2° sattvaniim evarthaya sarpηtas 

ca bhavati susarpvrtab kiiyena vacii// 21 samvare 22 ca sik平ate pr紘ftY1i piipiirucitayai 23 

pr.政rtibhadrakalyiit;tatiiyaica24//25 ~amo bhavati paratal}. sarvopatiipavipratipattinlim/26匂amitve27

ca侭28al)sik写atemandakrodhatayai28 aparopatiip組 atayaica//29 sarvavidyasthiine刊 cabhiyukto

bhavati/30印刷salasca 31 > sattviinarp vicikitsaprah1it;t1iya(N20a I )nugr油o(43)pasarphiiriiyaca/32 

iitmanas ca sarvajiiatvahetup釘igr油1iya33//1 adhyatmasthitacittas2 ca bhavati3 susam油itacittal}./f 

1 // K; I NR; om. C 
: anupr句tavantoR; anu向 tavantaC; anu仲間vantoNK 
I NR; om. KC 
4 ta NRC; te K 
5・mK.RC;-n N 
~ nanyan 抑制 NK.R；蜘yanarpC 
II K; I NR; om. C 
s -a NK.R；・oc 
9 evarp NK.R; evarp ca C 
10 -a NK.R；・al;iC 
I 1・mC; -ii NKR 
12 ca NK.R; ca/ C 
13 yiinatrayadharmap叫五回yaRC; yanatrayap叫 akayaNK 
岬 IIK; I NR; om. C 
15 evarp C; evaii NK.R 

:6 nistr~t;to NRC；州開通 K 
7 II K; I RC; om. N 
is -rp C; -iiほ R
w ・eNK.R; -el C 
20 II NK; I R; om. C 
21 II K; I N; om. RC 
22 
2 samvare NKR; samvaraya C 
3 -ai NK.R: -aiQ C 
24 ca NK.R; om. C 
25 II NK; om. RC 
26 I N; II K; om. RC 

；~ k~~itve ほR; k~m抑制 C
8 -ai NK; -ail R; -ai ca C 

;: II NK; om. C; illegible R 
I N; II K; om. RC 
;I kuS似 caNK.R; kusalo時 C
3 2 cal atmana8 NR; call iitmanas K; ciitman泊 C
3 -parigrahiiya NKC; -parigr油iinaR 
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cittasthitaye ca sik:~ate s caturbrahmavihiiraparisodhanatiiyai paiiciibhij筒vikric;tanatiiyai6 ca/ 7 

sattv耐tyiin明thiinatiiyai8 sarvakau8alyiibhiyogajaklesavinodanatiiyai 9 ca// 1° vie尚 a側 11 ca 

bhavati paramatattvajfial}.// 12 paramatattvajfiatiiyai ca si~ate 13 mahiiyiine niiya(R29bl)tyiim 14 

S伽1anal}par泊irv~iiya//IS

4.11 

sa khalu bodhisattva 16 evaip samyak prayukto gw;iavatsu sattve~u piijiiliibhasatkirel)a 

pratyupasthito bhavati// 17 do卵vatsusattve刊（C20)18 paramel)a kirw)yacitteniinukampiicittena 

pratyupasthito bhavati//19 yathiisaktyii ca yathiiba加ndo明prahiil)iiyai事耐1prayujyate//2° ap成制卯
sattve事U maitracittatayii pratyupasthito bhavati// 21 yath誕紘tyii ca yathiibalam 22 asatho 

bhiitvii(K28bl) amiiyiivi te詞m hitasukham upasaqtharati/ 23 te事iim apakむi頃m
svenii8ayaprayogado事el)a vairacittatiiyiil} prah匂iirtham/I 24 upa同町u sattve刊訂tajfiatayii25 

tulytiidhik:ena pratyup成五rel)apratyupasthito bhavaty asiifi ca dh勧m泳耐126p釘ip耐ayatyasya 

yathiisaktyii yathiiba加n//27apratibalo 28 'pi ca yiicital} san te卯 te別耐tyakaral)iye~v ii也raip

vyayiimam upadarsayati 29 na salcrd 1 eva niriikaroti//2 katham ayaqi saipjfiiipyetiisakto’haip3 

~II NK; om. C；泌がbR 
; adhy草加制hitaci附 RC;a品y加 aci制限

-i NK; －νRC 
: SUS耐 hitaci附＇／ K; s出抑制tac拘 νR;susamiihit則的 N;susam砧i帥 C
-e NKC; -el R ：凶ciibhij山側atiiyaiNKR; parpciibhij筒vikriQanatayiiC 
I NR; II K; om. C 
8 -aiほ R;-ail C 
’sarvakausalyiibhiyogajaklesavinodanatiiyai NKR; sarvakau8alyiibhiyogajakle8asavinodanatiiyai C; 
1 cf. W: sarvakausaliibhiyogajaklamavinodanatiiyai 
0 II NK; I R; om. C 

;; vi叫 al)asRC; vica~凶 NK
:: II; I R; om. NKC 
-e NKR; -el C 

＇.~ nay町iimKR; ciiyatyiim C; bhiiyaty加 N
•J II NK; I R; om. C 
I~ -aほ R；叫 C
；~ ~ K; I N; om. C；必句ず＇bit:R 
:: This leaf is wan 泊
2 // K; I NR 。IIK; I NR 
；かK;I NR 
-m; -rp NK; -rp/ R 
23 I NR; om. K 
;: II K; I N; om. R 
一・jiiatayiiNR；・jfiatayiitK 
；；品加ikirpR；制rmikiNK 
28 II K; I NR 
2 apratibalo NR; aprativalo K 
9 -i NK; －νR  
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nakartukama 4 iti// 5 ity ayam eva111bhiigiyo 6 bodhisattvasya ni叩rapaiicanayiirii<;lhasya

paramatattv負jiiiinasannisritasyasamyak prayogo veditavyaQ/17 

5.1 

tatra kayii戸Jktyii<8nirabhiliipyasvabhiivatii sarva(R30a 1)dharmiii:iiiQl8 > pratyavagantavyii// 9 

yeyaQl svala同ai:iaprajiiaptirdh訂miii:iiiQlyad uta而pamiti va10 vedaneti vii11 pむvavad如 tato12

yiivan nirv草加(N20bl)miti vii13 prajiiaptimiitram eva tad (44) veditavyaQl na svabhiivo niipi ca 

tadvinirmuktas tadanyo <14viiggocaro viigvi抑y功14>1115eva111 sati na svabhiivo dh釘miil).iiqltathii 

vidyate ya(K29al)thiibhilapyate16//17 na ca punal;t sarvei:ia sarva11118 na vidyate//19 sa punar evam 

avidyamiino na ca sarvei:ia sarvam avidyamiinal;t katha111 vidyate// 20 

<21asadbhiitasamiiropiisaQlgriihavivarjitas ca 21 > bhiitiipaviidiisaQlgriihavivarjitas ca vidyate// 22 sa 

punal;t piiramiirthikab svabhiival;t sarvadharmii早旬 nirvikalpasyaivajiiiinasya gocaro veditavyabf/23 

5.2.l 

sacet punar yathaiviibhiliipo ye卯 dharme卯 yasminv鎚tunipravartate tadiitm紘aste dharmiis24 

tad vas卸 syiidevaql 25 sati bahuvidhii bahaval;t svabhiivii ekasya dharmasyaikasya vas加no

；叫dNK；同iidR 
II K; I NR 
3’haQl R; haQl NK 
4 niikartukiima K; niika[rtu]kiima R; niikartvakiima N 
, II K; I NR 
~ evaqlbhii卵 K;evambhiigiyo NR 
II K; I NR 
8 nirabhiliipyasvabhiivatii sarvadhaロniil).おnN; nirabhiliipya111 svabhiivatii sarvadharm匂iiQ1K; 
9 nirabhiliipyasvabhiivadharmiil).iiql R 
II K; I NR 
10 vii; vii/I K; vii/ NR 
11 vii; vii/ NKR 
12 antato NK; tato R 
13 vii; vii/I K; vii/ NR 
:4 viiggocaro viigv胸坤 R;viirggocaro vii叩
5 II K; I NR 
~~ yathiibhilapy蹴限； tathiibhilapyate・ K 
a’II K; I NR 
;s町卸限； sar
9 II K; I NR 
20 II K; I NR 

21 -saqlgriihavivarjitas ca R; -sailgriihavivarjjitas ca N; -sailgrlihavivarjjitasya K; cf. W: 
2 sa111griihavivarjito 
2 // K; I NR 
23 II K; I NR 

~~ dharmiis k；ぬm 劫 N；品.armiivii R 
~， evaql R; eva NK 
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bhaveyuQ//1 tat kasya hetofY2 tathii by (3ekasmin dharma3> ekasmin v回同nibahuvidhii bahavo 

b油ubhir abhiliipail;l prajiiaptaya upacお劫 kriy佃 tel/4 na ca b油uvidhiiniitp5 b油画1iitp

prajiiaptiviidiiniin 6 niyamal) kascid u(R30b 1 )palabhyate 7 yad anyatamena prajiiaptiviidenaikena 

tasya dhannasya tasya vastunas 8 . tiidiitmyan tanmayatii tatsvabhiivatii syiin niiny自 avasi~tait,

prajiiaptiviidaiQ//9 tasmiit sakalavikalaiQ sarvaprajiiaptiviidaiQ 10 sarvadharmii早iitpsarvavastiiniilp 

(K29bl) niisti tiidii加 yairi11niisti tanmayatii niisti tatsvabhiivatii//12 

5.2.2 

api ca saced而piidayodb釘miiyathiip面vanirdi~t劫 prajiiaptiv轟dasvabhiivii bhaveyur evaqi13 

sati pむvantiivad vas佃 pasciittatra chandataQ14 prajiiaptiviidopaciiral)15 p融 prajiiaptiviidopaciiriid

北rte16 prajiiaptiviidopaciire (45) <11sa dharmas tad vastu 17> niQsvabhiiva eva syiit// 18 sati 

nil;lsvabhiivatve nirvas同胞h prajiiaptiviido na yujyate// 19 prajiiaptiviidopaciire ciisati 

prajiiaptiviidasvabhiivatli dharmasya vastuno na yujyeta//20 

5.2.3 

sacet punaQ piirvam eva pr負jiia(N21a1)ptiviidopaciiriid alqte prajiiaptivadopaciire sa dharmas 

tad vastu tadiitm紘aipsyiit//21 evaip sati vinii tena而pamiti22 prajiiaptiviidopaciire~a r包pasaipjiiake

dhanne riipasaipjiiake vastuni riipabuddhiQ pravarteta// 23 na ca pravartate// 24 tad anena 

1//K;/NR 

2相；－sNKR 
, ekasmin dharma NR; om. K. 
4 II K; I NR 

~ b油uvi伽 niilpNK; bahuvidhanaii ca R 
7 prajiiaptiviidiiniin R; praptivadiiniin NK 
-e R; -ell K; -e/ N 
8 vastunas; vastunafY/ K; vastunaQ/ RN; cf. W: vastunal) 
9 II K; I RN 
10 -1) NR; ・・!YIK 
11 tiidiitmyaip R; tiidiitmya NK 
12 //; I R; om. NK 
'. ~ evaip K; eva N; illegible R 
円 chandatliQ;cchandatal) NK; illegible R; cf. W: cchandatal) 
IS -Q R; -QI/ K; -IY N 
16 
17 priijiiaptiviidopaciiriid alqte R; priijiiaptiviidopacariilqte NK 
’sa dhannas tad vastu N; saddhannas tad vastu K; sa dhannmas tad vastu R 
18 
II; om. NKR 
19 // K: I NR 
20 II K; I NR 
21 // K; I NR 
22 iti NK; itνR 
23 II K; I NR 
24 //; I N; om. KR 
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同ragenanayayi政tyanirabhilapyaJ, svabhavaJ, sarvadharma(R3la1）前npratyavagantavyai)I ;2 yatha 

rtipam ev明tve也nadayoyathan凶i事tadhanna antato yavan3 nirvfu)aparyanta veditavy劫／戸

5.3.1 

dvav 5 imav asmad dhannavina(K30al)yat prai::ia~tau veditavyau// 6 yas ca而padinrup

dharmiigrup I包piidikasyavastunaJ, prajfiaptiviidasvabhiivatp svalak~ai::iam asadbhiitasamaropato 

’bhinivisate 7 //8 yas ciipi pra(C21 al )jfiaptiviidanimittiidhi将hanatpprajfiaptiviidanimittasatpnisrayatp9 

nirabhiliipyiitmakataya param訂thasadbhiitatp10 vastv apavadan 11 niisayati 12 s訂ve早asarvatp 

niistiti//14 

5.3.2 

asadbhiitasamiirope tiivad ye do詞ste p駐vameva niriipitii15 uttiinii viηt劫16prakasit劫；；＂

yair18do~ai19 rtipiidike vastuny asadbhiitasamiiropiit pra加害to20bhavaty asmiid dh釘mav加ayiid21iti 

veditavy功；;22

5.3.3 

yathii punii 23而piidike刊 dhanne事uvas回matramapy apavadan24 sarvavainiisi.kaJ:i pr，切符to

bhavaty asmlid dharmavinayat tatha V；成事yiimi//25 rtipadinliIP dh釘miii;iおp vastumlitram ( 46) 

1 //; I N; om. KR 
2 II K; I NR 
: yavan限； yiivatK 
II K; I NR 
: dviiv R; illeg似 ＇CN; =v K 
II K; I NR 
7 'bhinivisate; bhinivisate NKR; cf. W: 'bhinivisate 
8 II K; I NR 

: ・Satpt 
lop釘am訂thasadbhiitatpC; paramiirthasadbhiitam NK; par鉱nむth創psadbhiitatp R 

/ apavadan NKR; apadamlino C; cf. W: apavadamano 
2 -i NKC；・iiR 
13・mKRC；引 N
14 II K; I限；om.C
15 -ii NKR; －劫 C
16 vivrt劫 NKR;visadet劫 C;cf. W: visadit劫
17 II K; I NR; om. C 

！？”ir R; yais N; yai K; y++ C 
'"do担iNKR; do伺~c
;u pral)a~to NK; pran~to RC 
1 -d NKC; -t R 
22 II K; I NR; om. C 
アpunaNKR; punab C 
二却町a伽はR;a戸va蜘 M c 
' II K; I NR; om. C 
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apavadato1 naiva tattvarμ niipi prajiiaptis tadubhayam etan na刊uyate//2tad yathii satsu riipiidi卯

skandhe刊 pudgalaprajiiaptir3阿yate4niisatsu nirv出町同 pudga侭3lbl)laprajiiapti5<6evam eva6> 

sati riipiidiniirμ dharmiiQiirμ vastumiitre sa 7 riipiididharmaprajiiaptiviidopaciiro (K30b I) yujyate 8 

niisati nirvastuka}J.9 prajiiaptiviidopaciira}J.//10 tatra prajiiapter vastu niistiti niradhi~thiinii pr負jiiaptir

api niisti/ /11 

5.3.4 

ato ya eka例 durvijiieyansiitriintiin 12 mahii(N2lbl)yiinapratisarμyuktiirμ 13 gambhirarμ 14 

siinyatiipratisarμyuktiin 15 iibhipriiyikiirthaniriipitarμ 16 srutvii 17 yathiibhiitarμ bhii~it出yむth創n

avijiiayiiyoniso 18 vikalpayitvayogavihitena 19 tarkamatrakeQaivarµ~tayo bhavanty evarμvad泊a}J.20

prajiiaptimatram eva sarvam C21etac ca21> tattvarμ yas caivarμ pasyati sa samyak pasyatiti22 te~iirµ 

prajiiaptya州事thanasyavas同miitrasyiib随時tsaiva prajiiapati}J.23 sarveQa sarvaqi.24 na bhavatiit25 

kutaりpuna}J.prajiiaptimatraqi.26 tattvarμ bhavi~yati27tt28 tad anena paryiiye明 taiscz9 tattv創napi 

prajiiaptir29l api tadubhayam apoditarμ 30 bhavati//31 prajiiaptitattviipaviidac ca pradhii(C2 l bl )no 

~ ap抑制O NKR; apavadamanasya; C 
II K; I NR; om. C ；阿iiaptirNK；附iiaptiC; illi酬は
-e NKC; -el R 
s -i C；寸断IK；・i}J./NR 
6 evam eva NKR; evarμ C 
7 sa NK; om. RC 
8 -e NKC; -el R 
9 -l:i NKC; -}J.I R 
10 II K; I NR; om. C 

1~ -ill ato; -i ato C; -y ato NKR 
'.: durvijiieyan siitriintiin NKR; durvijiieyanarμ siitriintiinarμ C 
., -qi C; -n NKR 
14・mC; -n NKR 
15 sii-NKR; cchii-C 
16 -qi C; -n NKR 
17 srutva NKR; cchrutva C 

！！前ij
~： vikalpayitvayogavihitena; vikalpayitva ayogavihitena NKR; vikalpyayogavihitena C 
：「 evarμviidinal)C; evamvadinal) NK; evaipviidina}J./ R; 
“etac ca NKR: etat C 
22 11 K; I NR; om. C 
23 ・り NKC; -}J.I R 
；；町arμ KRC; sarvan N 
~ II; I R; om. NKC 
26・mRC; -n NK 
27 -ti NKC；・titiR 
28 II K; I NR; om. C 

＝~ tatvam api p吋岬irNC；刷varμ api prがaptirK；凶tvarμ p吋iiaptirR 
~~ apoditarμ NKR; apy iipaditarμ C; cf. W: apy apaviiditarμ 
,. 11 K; I NR; om. C 
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nastiko veditavyal)//1 

5.3.5 

3 - .4 ・・・－ - 5 sa evan2 nastikaQ. sann akathyo, bhavaty asaqwasyo bhavati vijnanaipJ sabr油mac~am／戸

sa atmanam api vip忌dayati7 I 8 <91okam api yo’sya dr号tyanumatamiipadyate 9) //IO idaip l l ca 
12 

sa(K3lal)ndhayoktaip bhagavata varam ihaikatyasya pudgaladr符ir na tv evaikatyasya durgrhita 

siinyateti/!13 tat kasya hetol)/14 pudgaladr科ikojantuQ.15 jfieye kevaiaip m凶yen16na tu Sぽvaip

jiieyam apavadeta 17 na tato nidiinam apay可tpapadyeta18 // 19 napi dharmarthikaip 

du与khavimok~iir(4 7)thikaip 20 ca 21 paraip visaip.vadayen 22 na vipralambhayed dh訂mesatye ca 

prati手thapayetna ca faithiiiko bhavec chik早apad句u1;23durgrhitaya punaQ. sii.nyataya jfieye vastuni 

m凶yedapy apavadeta jfieyaip sarvaip tannidiinaqi 24 capaye詞papadyate25//26品iirmikafi27 ca 

dul;lkhavimok持rthikaip28 ca 29 pararp 30 vipadayec chaithilikas ca syac chik~apade刊／／ 31 evarp 

bhiitarp32 vastv apavadan33 praI,la~to bhavaty asmad dharmavinayat//1 

1 // K; I NR; om. C 
2 -n NK; -qi RC 

j山 thyoNRC; akatho K 
~ bhavati NK; bhavati/ R; om. C 
-111 NKC; -qi/ R 
6 II K; I NR; om. C 
~ vipiidayatiほ R;visarppadayati C 
0 I NR; 11 K; om. C 

: iokam api yo sya制 y…tama附制限RC;cf. W: 川 i川 a削 y…ataa同dyate
0 II K; I N; om. C; illegible R 

;; -IP C; -ii NK; illegible R 
1 pudgaia合計irK; pudgaiad符tinN; illegible R 
3 II K; I NR; om. C 
14 I：ほ；IIK; om. C 
:5 j組叫 NK;j組 turC; illegible R 
~ muhyen NKRC; cf. W: muhyan 
；’ apavad拘 C;ap抑制限；illegibleR 
1: apa州仰均的 RC;apaye持pap仰 teNK 
II K; I NR; om. C 

一－111C; -ii NK; illegible R 
~~ ca NK; om. C; illegible R 
；~ visaq 

_3 II; I N; om. KC; illegibie R 
三－:rpC; -ii NK; illegible R 
~~ apaye詞papadyateC; apaye持papadyetaNK; illegible R 
~~ II K; I N; om. C; illegible R 
；’品加ikaqic；品問加hikafiNK; i「lie仙 R
＝~ -:rp C; -ii NK; i/legilbe R 
；~ ca NK; om. C; illegible R 
3 ・mC; -m NK; illegible R 
~~ II; I NK; om. C; illegible R 
;; -:rp C; -m NK; illegible R 
apavadan NK; apavadaman幼 C；川egibleR 
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5.4.l 

katharp pun釘 d町grhitabbavati siinyata//2 ya}) kascic c胎ama早o3va br混hma早ova tac ca 

necchati yena siinyarp tad4 api necchati yat tena5倫 iy釘n6 iyam <9 evarp品(N22aI )pa durgrhita 

Sfinyatety ucyate// tat kasya hetotY/8 yena hi9) Sfinyarp10 (lltadasadbhavad11) yac ca Sfinyarp12 

tatsadbhavac 13 chfinyata 14 yujyeta 151116 (K3lbl) sarvabhavac ca 加国17kirp kena伽 yarp

bhavi~yati//18 na ca tena tasyaiva sfinayata 卯~yatell19 tasmad evarp durgrhita sfinyata bhavati/120 

5.4.2 

katharp21 ca puna.Q sugrhita sfinyata22 bhavati/t23 yatas ca yad yatra na <25bhavati tat tena 

ぬiyamiti s創n加 upasyati/24yat pun釘25>atrava8期間i26 bhavati tat sad ihastiti yathabhiitarp 

prajanati/127 iyam ucyate siinyatavakrantir28 yathabhiita aviparita/129 tad yath五百1padisarpjiiake

ya(R32b 1 )thanirdi~te vastuni而pam ity evamadiprajiiaptivadatmako dh釘mo nasty atas tad 

而.padisarpjiiakarp30c3•v都町 tena 而.pam ity evamadiprajiia(C22al)ptivadatmana31> siinyarp321/33 kirp 

~ II K; I N; om. C；川伊~ble R 
~ II K; I N; om. C；川智治!leR 
, kascic chram~o C; kascit sram叫 O NK; illegible R 
；削除 tamC; illeg倣 R
tena NKR; om. C; cf. W: om. 
6 -m NKR; -rp C 
7 II; I R; om. C 
8 II; I R; om. C 

：。e叩日間；；；：；；；；；目［+] N; evarprii一一一 K
. . -rp C; -n NK; illegib烏 R
;; t蜘 adbhavadNKC; illegible R 
:: -rp C; -n NK; J1leg雌 R
14・cc；・tNK; illegible R 
. chiinyata c；鈍nyataNK; il切除 R

＇.~ yujyeta N; yujyaita K; yujyete C; illegible R 
;; II K; I N; om. C; illegii帥 R
17 kutra C; kutal) NK; illegible R 

:: // K; I N; om. C；雌凶bR 
一IIK; I N; om. C; illegible R 
;; II K; I N; om. C；砂州 R
2~ -qt C；・5NK; illeg1飾 R
.. siinyata C; om. NK; illegible R 
;; II K; I N; om. C; illegible R 
4 I RC 

＝~ bhava＋＋＋同特＋＋＋＋叶＋］rN; bhava＝－－＝＝一一yatpunar K; illegible R 
;; a同vasi~tarp NC; anyavasi~tam K; illegible R 
2: II K; I NR; om. C 
29・ntirNK; -nti C; illegible R 
II K; I NR; om. C 
30・mR; -m NK 
,, vastu +++++++++prajiiaptivadatmana N; vas同一一一一一一 prajiiaptivadatmanaK 
32 
3 s伽iyarpRC; s也iyaNK 
3 // K; I NR; om. C 
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punas 1 tatra 百1padisa1Tljiiake vastuny avasi与talTl yad uta 2 tad eva 而pam ity 

C3evamadiprがaptivadiisrayllQ3>／.戸 taccobhay~（48) yathabhiit~ prajiinati5 yad uta vastumatraii 

ca vidyamiin~ 6 vastumatre ca prajiiaptimatram//7 na casadbhiit~ samiiropayati 8 na bhiitam 

apavadate nadhikalTl karoti 9 na nyiinikaroti 10 notk~ipati na pra均ipati11//12 yathabhiitiilTl 13 ca 

tathatiil1l14 nirabhila(K32al)pyasvabhavatiil1l15 yathabhut~ prajiinatiyam ucyate sugrhita siinyata 

samyakprajiiaya supratividdheti//16 

5.5 

iyalTl tavad 17 upapattisadhanayuktir anulomiki 18 yaya nirabhilapyasvabhavata 

sarva品訂mfu:liilTlpratyavagantavya 19 ;;2° 

6.1 

aptag創nato'pi nirabhilapyasvabhavaJ:.i sarvadharma veditavyaJ:.il/21 

6.2.1.l 

yathoktalTl bhagavataitam22 eviirthalTl gathabhigitena paridipayata Bhavas8Jll}a曲tisiitrti/23

yena yena hi namnii vai yo yo dharmo’bhilapyate24/25 

na sa s~vidyate1 tatra dharmiii:iiilTl sa hi dharmateti2/t3 
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6.2.1.2 

<"Icathaqi ca 4 > punar i(N22bl)yaqi (R33al) gathaitam 5 ev如haqi paridipayati// 6 

riipadisaqijiiakasya7 dhannasya yad而pamity evamlidi nama yena8 riipam ity evamadinli nlimnli 

te9 n padisaqijiiakli dhannli abhilapyante’nuvyavahriyante10而pamiti vii 11 vedaneti vii vistareQa 

ylivan nirvliQam iti vii//12 tatra na ca riipiidisairijiiakli dhann劫 svayaip品piidy草加紘劫／／13na ca 

te刊 tadanyoriipiidyatmako dhanno vidyate//14 yii pun剖 te平均E而piidis叫がa同泊n(K32bl) 
必1annli平副n nirabhiliipylirthena 15 vidyamiinatli 16 sai詞 p紅白nむthatal;i svabhlivadhannatli 

veditavyii//17 

6.2.2.l 

uktarp18 ca bhagavatii Arthavargiye$ul19 

y劫20同scanasaipηtayo hi loke s訂viihi tii munir21 <22nopaiti22lt23 

(49) a(C22bl)nupago hy asau <24kena upadadita24> dr抑制te回ntimasarpprakurvan251126 

6.2.2.2 

katham iyarp glithliitam ev紅白aqiparidipayati//27 riiplidisarpjiiake28 vastuni yli而pamity 

evamlidy劫 prajiiaptay坤t29tlib saqiηtaya 1 ity ucyante//2 tlibh出 prajiiaptibhis3 tasya vastunas 

~ saqivi加 C;samvi伽 eNKR 
dhannateti NKR: dhanneti C 
3 // K; I NRC 

4 kathaqi ca; kathaii ca NKR; katharp C 
: glithaitam; glithli etam NKRC 
II K; I NR; om. C 

~ -sarpjii蜘 syaNKR; ・・sarpjiiikasyaC 
: yena NKR; om. C；日：tena 
te NKR; om. C 

！？’nuvyav刷 yanteNK；’nuvyavahriyante/ R; om. C 
；~ vii C; vii/ N; vii// K; illeg此 R
2 11 K; I NR; om. C 
13 // K; I NR; om. C 
14 II K; I NR 
1 ~ nirabhilapylirtl 
'.: vidyamlir】atliRC; vidyaman<ii>ata N; vidyamana// ta K 
』， IIK; I NR; om. C 
18・mC; -ii NKR 
19 I NR; II K; om. C 
~o ya}) NRC; yii K 
“ munir C: muni NKR 
~2 nopaiti C; na upaiti NKR 
3 I NR; II K; om. C 

~~ kena uplidadita; kena uplidadita/ R; ++[u]plidadita N；ー＝pliditaK; lacuna C 
：~ asarpprakurvan RC; aku++rvan N; akurvan K 
“II K; I NR; om. C 
27 II K; I NRC 

；；叫負球eNKR；・州iiikeC 
I NR; II K; om. C 
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tlidlitmyam ity evarp nopaiti tliI, sarp可tiQ/.戸tatkasya hetoν ＜7 samliroplipavlid悩 dr~tirasya nasty 

ato’sau6 (R33bl) tasya7> viparylisapratyupasthlipanliyli8 dr事terabhiivlid anupaga9 ity ucyate//10 sa 

evam anupagab11 san12 kenoplidadita/13 tayii14 dr将yavinli tad vastu samliropato vlipaviidato 15 

vlinuplidadlinab 16 samyagda凶 bhavati17 jiieye/ 18 tad as抑制tam//19 yas tasyaiva 

jiieyasylibhilliplinu8ravas20 <23tad asya srut佃 ν!21tasmirp22 dr~tasrute tr押拘1 notplidayati23>;24 na 

vivardhayati//25 nlinya(K33al)tra teniilambanena praj油lityupek平成拍 ca<26viharati/ 26 > <21 evarp 

同ntin27lna karoti//28 

6.2.3.l 

punas coktarp bhagavatli 29 Sarpthaklityliyanam 30 lirabhya/ 31 iha Sarptha 32 bhik~ur na 

prthivirp 33 nisritya dhyliyati 34 nlipab 35 na tejab 1 na vii戸mν

1 -a NKC；・abR 
2 // K; I NR; om. C 
3 -s RC; -QI N; -QI/ K 
4 // K; I NR; lacuna C 
5 I NR; II K; om. C 
6’sau; sau RC; cf. W：’sau 
: samliropiipa山山sy仇 o_au _asyli N; samiiropliya=syanii=syli K 
viparylisapratyupasthlipanliyli NR; vip釘yiisapratyupasthlinliyliC; viparylisarp pratyupasthlipaniiyli 
K 

~ anupaga NKC; anu附 amaR 
0 II K; I NR; om. C 
11 anupag功 NK;anupagabf R; anug功 C
12 san NKR; tat C 
13 I NRC; II K 
14 tayliほ R;ya C 
15 vlipavlidato NK; vlidato R; lacuna C 
16 vlinuplidadiinab NK; vii 'nuplidadlinab R; lacuna C 
i1 -i NKR; －νc 
18 I R; om. NKC 
19 II K; I N; om. RC 
20 -bhilaplinusravas R; -bhilapanusravab C; -bhilanlipanusravas NK 
21 II; I R; om. NKC 
22 -IP NKC; -n R 
23 ta++1111111111111yati N; ta==--=yati K 
24 I R; om. NKC 
25 11 K; I NR; om. C 
26 -ti/; -ti C；・tyNKR 
21 evarp同ntinNKR; eklintirp C 
28 II K; I NR 
29 -ta NK；・tli/R 
30 sarptha-; sarpthe-NK; sarpma-R; lacuna C 
31 I NKR; om. C 
32 Sarptha C; Sarpthe NKR 
33 -rp RC; -n NK 
34 dhyayati NC; dhyayati/ R; vylipati K 
35 nlipab NC; nap功IR;nliyab K 

・104-



na.Icasavij貧富nakiilcanyanaiva(N23a1 )sarnjilanasatpjilayatanain/3 nemarn Iokatp na pararn <41okam.f> 

nobhau s面yac組合amasau/5na cir将舗rutamatavijilatatpprapt創dparye事itatpmanasanuvitarkitam 
組uvicむit間t7tat sarv創p8na ni剖tyadhyayati/f kathatp dhyayi prthivirn10 na ni制tyadhyayati/11 

4vistareQa yavat sarvarn12 na nisritya dhyiiyati//13 14＞伽 Satptha15 bh~or16 yii pfthivyarn 17 

pfthivisatpj筒 siivibhfitii bhavatν18 apsu 19 apsatpj踊 20vistareQa (50) yavat sar羽田 yii21 

S釘vasatpjilii.22sii vibhfitii bhavati//23 evarn dhyiiyi bh泳平町24na pfthivirn 25 nisritya dhyiiyatν26 

vis tar問ayiiva(R34al) n na s釘varn27ni剖tyadhyiiyaty28 evatp dhyayinatp29 bhi~urn sendrii dev劫

se錨niil}saprajapataya30 ii.ran namasyanti//31 

namas te puru詞（C23al)32janyanamas te puru~ottama/33 

Y出yate niibhijiini(K.33b I )maQ. kitp.34 tvatp35 nisritya dhyiiyasiti//36 

！叫 NK；叫IR；・oc 
; -ml; -ml RC；・mN; -n K 
-kiilcanyanaivasatpjiliiniisarnjilayatanaqνNR; -kitp.canyanaivasatpjilaniisarnjiiayatanarn K; 
. -kirncanyanaivasatpjiiiiyatanatp C 
~ lokam/; lokatp/ N; l伽 pl/K; lokarn R; om. C 
I R;om.NKC 

~－Qt NKC；叩 R
anuviciiritatp R; anuvicaritatp NK; lacuna C 
8・mC; -n NKR 
9 II K; I NR; om. C 

：~ -rn RC; -n NK 
1 I NR; II K; om. C 
:2 -tp.い NKR
3 // K; I N; om. C 
14 om. R 

:: Sam伽 C;Sarnthe NKR 
17・rNKR; -I:i C 
-am NKR; -a c 
:: I NR; II K; om. C 
-u NKC; -u/ R 
？？仰 NR；祁ak；必egibleC 
~＇. yii NKR; lacuna C; cf. W: om. 
;; sarvasarnj筒 NK;sa判踊 R;lacuna C 
2: II K; I NR; om. C 
25・rNKR; -I:i C 
26・VimRC；・vinNK 
u IR; om. NKC 

＝~ sarvam N; sarvan K; sarvarn sarvam iti C; illegible R 
；；勾 NK；・tiC；助wibleR 
－~ dhyiiyinarn C; dhyiiyinarn<I> N；品yiiyita!p/IK; illegible R 
；~ -a NKR；叫 C

~ II K; I NR; om. C 
~~ One line(C23al) is almost broken in C. 

一INR; II K 
;; kitp. N; kin K; illegible R 
36 tvatp N; tv佃 K;J1Jegible R 
II K; I NR 
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6.2.3.2 

kathaii ca 1 punar etat sfitrapadarn etam eviirthayp2 parid.Ipayati//3 prthivyadisaypjfiake vastuni 

ya prthivity evamadinamas銅版taprajfiaptiJ:i4 sa <6prthivyadisaypjfiety ucyate/5 sa punaJ:i saypjfia6> 

prthivyadisaypjfiake vastuni samliropikli capavadikli ca!l'tanmayasvabhavavastugrahikli samliropikli/8 

vastumatrapar制加h姐 asagrahiklicapavadikli 9 saypjfiety ucyate// 10 sa ca saypj筒sya11 vibhfitli 

bhavati//12 vibhava ucyate prah~ayp tyag功／／13

6.3 

tasmad ligamato’pi 14 tathagatat paramaptagamad veditavyayp 15 nirabhilapyasvabhavliJ:i 

sarvadharmli iti//16 

7. 

evayp nirabhilapyasvabhlive与usarvadharme刊 kasmadabhilapaJ:i prayujyate// 17 tatha hi 

vinabhilapena 18 sa nirabhilapyadharmatii 19 p紅白liIPvaktwn api na sakyate srotum20 api//21 vacane 

srav~e casati sa nirabhilapyasvabhava(R34b 1 )ta jiia回m22 api na fakyate/ tasmad abhilapaJ:i 

pra阿yate23srava(K34a 1）明(N23b1)jfilinliya241125

1 ca NKR; om. C 
2 -IP KR; -m N 
3 II K; I NR 
: evamadinama-NKR；仰同川：evamadika伽 a-.
I NR; II K 
：附明isaypjfietyucyatel sli p叩 aりsa1p
II K; I NR; om. C 

~ I N; II K; om. C; ／.刀cgiblcR 
~ -grahika capa-NK; -grah氷lip
？ρK; I N; om. C; 1.刀＇cg必，fcR 
；~ sayp陶 aNK; saypj鼠 C;i.刀例eR 
:: II; I C；グ vigatli帥 M K; I vigata p凶~aN; il勾必1lcR 
II K;. I NR; om. C 
！？’pi; pi限 RC;cf.靴下i
'J -IP NKC; -JP/ R 
16 II K; I NR; om. C 
17 II K; I NRC 
18 -a NKR; -a/ C 
~~ nirabhillipyadharmatli C; nirabhilapyadham凶 R;nirabhiliipyii dharmatii NK 
“針。＋m C 
21 II K; I NR; om. C 

~； j踊tumC; j踊namNK; illegible R 
-e NKC; -el R 
？？品目V向付iilinayaRC; srav~e jfilinliya K; srava［~e] jfilinliya N 
~J II; I C; om. NKR 
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8.1 

tasyii eva tathatiiyii1 evam aparijfiiitatviid biiliiniiql tannidiino 'i;tavidho2吋kalpal,prav制 ate3

凶vas同~an成功 4 S釘V制attvabhiijanalo凶niiql5 nirv制球幼I6 tad yathii svabhiivavikalpo 

vise卵vikalpal,7 piQl;iagriihavikalpo 8 'ham 9 iti vikalpal) 10 mameti vikalpal, 11 priyavikalpo 12 

・priyavikalpal,13tadubhayaviparitas14 ca叫kalp功1115

8.2.1 

sa punar ayam (51) ai;tavidho vikalpal,16 lea加ne拘P11tray詞iiqlV槌偏niiIJljanako bhavati//18 

8.2.2.1 

yas ca svabhiivavikalpo yas ca ves句avikalpoya8 ca pi早l;lagriihavikalpa19 itirne回 yovikalpii 

vikalpaprapaficiidhii;tl)iinaip. <20vikalpaprapaficiilambanaIJ1 vas刷20)janay組 tin piidisaip.jiiakam//21 

yad vastv adhi号thiiyasa nii 

vikalpa与p悶paficay組 23t部m泊n24eva vastuni vicaraty組.ekavidhob油uniiniipra踊z功1/25

8.2.2.2 

tatra yas ciiham iti vi(K34b 1 )kalpo yas ca mameti vikalpa 26 itimau dvau vikalpau 

satkiyaclr!JtiIJl 27 ca <28ta也nyas釘vadri;ti侭35al)miila1Jl miinamiilaip. ca/ asmimiinaip. ca 28 l 

~ tathatiiyii; tathatay劫 C;tathatiiyiil)/ NR; tathatayiil)I/ K 
; 'i;tha－；事tha・ほRC;cf. W：’事tha・
-e NKC; -e/ R 
4 -b NK; -1)/ R; om. C 
; -rp. NKC；・nR 
・blNR; -bl/ K; -s C 

~ -b NKC; -bl R 
; -o；叫 C；仰 NR；崎＇／ K 
’ham; ahaip. NKRC 
10 -b KC; -bl NR 
II -b KC; -bl NR 
＇.~ -o; -al, C; -al)/ NR；叫IIK 
！？’priyavikalpal,; apriyavikalpal, C; apriyavikalpal)I NR; apriyavikalpal)// K 
;; tadubhaya-NKR; ya伽bhaya-C 
5 II; I N; om. KRC 

＇.~ -b RC; -bl N；相＇IK 
'' katha e+ C ：り K;-I NR; om. C 
2~ -a; ・功 C; -al)/ NR; 哨／ K 
•. -prapaficiilambanaQl vastu RC; -prapaip.ciilambanavas同 NK
~~ II NK; I R; om. C 
;; -paribhiivito NKR; -paribh両itoC 
24 prapaficayan; prapaficayan/ R; prapaIJlcayan NK; prapaIJlcayas C 
tasminn NKR; tasmin C 
;; II K; I NR; om. C 
__ -a; -al, C; -al)/ NR; -al)ll K 

；~ -dri;tiIJl c；寸終isNKR 
ta也nyas紅vac阿imiilaQlmiinamiilaIJl ca/ asmimiinaip. ca; ta也nyasarvadr将imiila[IJl]++miilaIJlca 
asmin miinas ca C; tadanyasarvadr!Jt耐iiilamasmimiinaip. ca NK; tadan[y前町va]dr終泊iiilam
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tadanyasarvamiinamiilaqi janayataiy;1 

8.2.2.3 

tatra priyavikalpo 'priyavikalpas 2 tadubhayaviparitas ca vikalpal) 3 yathiiyogaqi 

riigadve~amohiiqi4 janayanti//5 

8.2.2.4 

evam ayam a~tavidho vikalpaQ asya trividhasya vastunaQ6 pradurbhiiviiya saqivartatel' yad 

uta vikalpiidhi~thiinasya prapaficavastunalY 8 d符tyasmimiinasya9I10 riigadve早amohiiniiqi11 ca// 12 

tatra vikalpaprapaficavastviiSritii 13 satkiiyadr~tir asmimiinas ca/ 14 satkiiyadr~tyasmimiiniisritii 

riigadve明mohiiQ//15ebhis ca tribhir vastubhit sarvalokiiniiqi (N24al) pravrttipak与oniravase切り

paridipito bhavati//16 

8.3.I 

tatra svabhiivavikalpaQ katamaIY17 riipiidisaqi・jfiake18vastuni而.pamity evamiidir yo vitarko19 
’yam20 ucyate21 svabhiivavikalpalY/22 

8.3.2 

vese~avikalpal)23 katam幼124tasminn eva而piidisa則fiakevastuny25 (K35al) ayaqi而pi/26

asmirniina[ ii ca] R. 
1 II K; I NR; om. C ；’pri汁 R；戸ya-NK；戸汁 C
-al) NC; -alY/ K; -iii)/ R 
4 -qi C; -n NKR 
5 /I K; I NR; om. C 
6・I).NKC; -bl R 
7 I NKR; om. C 
8 I NR; 11 K; om. C ：附asmimiinasyaN欧州asmin蜘 asyaC 
0 I N; II K; om. RC 
11 -qi NKC; -ii R 
12 II K; I NRC 
13 vikalpaprapaficavastviiSritii R; vikalpaprapaqica</>vastviisritii N; vikalpaprapaqica/ I vastviisritii 
1 K; vikalpaprapaqicavastviiSrayii C 
4 I NRC; II K 
15 II K; I NR; om. C 
16 II K; I NR; om. C 
17 IR; om. NKC 
I~ rfiplidisaqijfi蜘 NKR；向lidikeC 
~： vit杭 oNKR; vikalpo C ；υ’yarp NK; yam RC 
1 -e NKR; -el C 
22 II K; I NR; om. C 
23 -al) KRC；・aN 
24 I NR; II K; om. C 
~~ va伽 yC; vastuni/ R; vastuni NK 
岬 IR; om. NK; + C 
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<1ayam a而py1 > ayaQl sanidadano’yam 2 anidarsana 3 evaQl sapratigho’pratigha4 4 <5sasravo 

’nasrav1145> <6saQl耐to’saQ1slqta46>kuSalo <7・kuSalo’vy耐11147＞戸 atito’nagata49(52) pratyutpanna 
ity evaQlbhiigiyeniipramiiQena prabhedanayena 10 (R35bl) ya svabhiivavikalpiidhi事thanii

tadvisi号tiirthavikalpana’yam11ucyate12 vise担vikalp$'/13

8.3.3 

pi早<;lagriihavikalpab kat銅山 14 yas tasminn eva 拘置.disaQljiiake vastuny 15 

5加 asattvajivajantusa判筒（C24al)s制lketopas剖thitab ・ pit;1<;lite刊 (16b必lU事U ぬarme早U 16 ) 

pir}<;lagr油油etはab pravartate/ 17 grhaseniivaniidi~u bhojanapiinayiinavastriidi号u ca 18 

tatsarp.j鵠sarp.ketopasaQlhitab/19ayam ucyate p句<;lagriihav泳alp功112°

8.3.4 

aham iti mameti21 vikalpab katamaQ/22 yad vastu siisravarp sopiidiiniyaQl dir俳誌亙加n草加iato

vii 23 ii加iiyato24 vii SaQl.Stutam abhinivi平tarp25 paricitaQl 26 tasma.d asadgriihasaQlstavat 27 

svadr~tisthiiniyarp28 vas同 pratityotpadyate29vitatho (K35bl) vikalp$'30 ayam ucyate’ham31 iti32 

~ ay細 川 py;ayam a而pi限 R;ayam api而pic 
；’yam R; yam C; ayam NK 
4・aNKR；・abC 
5・pratighal:tNK; pradighab C；’pratighal:tf R 
siisravo’nlisraval:t; slisravo nlisraval:t NKC; siisravo’nlisraval;t R 

~ -l;t NKC; -bl R 
~ 'kusalo’W耐 al;t；’kusaloη伽 al;tC；’kusal功可御o’W御功 NKR
I NKR; om. C 

~o ’nagatal;t NK；拘atal;tC；『nagatabfR 
1 prabhedanayena NKR; illegible C; cf. W: prabhedena yena 

l；’yam NKR; ayam C 
-e KRC: -e/ N 
13 // K; I NR; om. C 
·~ I NR; II K; om. C 
15 vastuny; vastuni NKC; vastuni/ R 
;; bahu別 dharme~u RC; om. NK 
7 I NR; II K; om. C 
18 ca NKC; om. R 
19 I NR; II K; om. C 
20 II K; I NR; om. C 
21 mameti NKR: mameti ca C 
22 I NR; II K; om. C 
23 vii NKC; vat R 
：~ iitmiyato NRC; iitmiiyato K 
：~ abhinivi早tarpNRC; avinivi事tarp.K 
;; -rp C; -n NKR 
＝~ a削 graha-NK; asarpgraha-R; agrliha-C 
;: SV叫~ti・ NK; SV抑制i-RC; cf. W: svarp. ~ti咽
-e NK; -el RC 
30 I NR; II K; om. C 
M ’ham NKR: aham C 
32 -i NRC; -ill K 
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mameti1 vikalpal)l/2 

8.3.5 

priyavikalpa~3 katamal;il' yaJ:i subhamaniipavastviilambano vikalpal)l/5 

8.3.6 

apriyavikalpl!Q katam崎戸 C1yo'subhiimanapavastviilambano7> vikalpal)lt8 

8.3.7 

priyapriyobhayaviparito vikalpab katamal)I 9 
y功

subhasubhamanaplirnanapatadubhayavivarjitavastvalambano vika(N24bl)lp功／／JO

8.4 

tac caitad dvayatp bhavati samasata):i11 vikalpas12 ca (13vikalpiidhi終hiinatpvikalpalambanatp 

- IS ca > v副知／14tac caitad ubhayam anadikiilikatp canyonyahetukarp ca veditavyam//16 p耐vako

vikalpab pratyutpannasya vikalpalambanasya vastunab pradurbhiivaya/ 17 pratyutpannatp pun釘

vikalpalambanatp vastu pradurbhfitatp pratyutpannasya tadiilambanasya vikalpasya priid町'bhiiviiya18

hetul)l/19 tatraitarhi vikalpasyiiparijiianam iiyatyarp tadiilambanasya vastunl!Q (53）戸副官bhiiviiya!/2°

tatsambhaviic ca punar niyatarp 21 tadadhi~thiinasyiipi tadasritasya vikalpasya priidurbhiivo 

bhavati//22 

1 marneti NKR; marneti ca C 
2 //KC; I NR 
3 priyavikalpab NK; priyavika[lpab] C; priyavikalpal)I priyavikalpab R 
守 INR; II K; om. C 
5 II KC; I NR 
6 I NR; II K; om. C 
~yo 's凶ha-NKR; yab asubhii-C 
0 II K; I NR; om. C 
91 NR; om. KC 
10 // K; I NR; om. C 
11 _., KC; -IY NR 
:2叫凶 NKR；曲lparpC 
3 vikalpiidhi事thiinarpvikalpiilambanatp ・ca; vikalpiidhi事thiinatpvikalpiilambanaii ca NKR; 
1 vikalpadhi事thiinaIJlcal vikalpiilarnbanatp C 
4 I NR; om. KC 
IS -Ql NKC; -ii R 

一IIK; I NR; om. C 
11 I：限； IIK; om. C 
·~ p掃d町bhiiviiyaKC; p副首bhiiyaN; illegible R 
~~ II K; I N; om. C; 11/i併 lfeR 。IIK: I NRC 
~~ niyatatp C; nniya闘はR
“II K; I NR; om. C 
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9.1 

(Ilea曲aipca pun釘儲ya1>vi(K36al)kalp槌：yaparij筒naipbhavati/t2 catasrbhilJ. pary問問ibhi§3

caturvidhena ca yathabhUtaparijiianena/f 

9.2.l 

catasral;i. parye事aQfil:i ka加nfil:i s I 6 namapar抑制早al 7 vastup釘ye事叫五／ 8 

svabhiivaprajii.a(C24b I )ptipary問問a;9vi§e~aprajiiaptipary時間轟 ca10//11

9.2.2 

tatra namaparye明頃 yadbodhisattvo namni 12 nimamatr＜間Epa§yati// 13 evaip vastuni 14 

vas佃matra也r抑制 vastup釘ye問 a// 15 svabhivaprajiiaptau svabhivaprajiiaptimitradar§amup 

svabhivaprajiiaptipary句aQlil/

vise明praiiiaptiparye~問li//17

9.2.3 

16 vise与aprajiiaptau vi記事aprajiiapt泊福岡血rianarp

侭36bl)sa nimavastuno 18 bhinnarp 19 ca lak事ai;iaip20 pasyaty <21anu5li事似mca/ 21 > 
namavastvanu5le号asanni釘itiiQ'l22 svabhlivapr負jiiaptilp23vise明prajiiaptilp24ca25 pratividhyati26//27 

~ katharp ca punar asya NK; kathaii ca punar asya R; tat katharp punar i帥 C
• II K; I NR; om. C 
；阿e~ai;iabhis K；阿e抑制i＜制 N；阿時間ab凶 C；阿e州 ［ill.併 i/e]R 
II K; I N; om. C 
s ・劫 NKC; -a R 
6 I NKR; om. C 
7 I NR; 11 K; om. C 
8 I NR; II K; om. C 
9 -a/ N；・allK；・5ca C 
10 ca NRC; om. K 
11 II K; I NR; om. C 
！？蜘miNRC；卵iK. 
·~ II K; I NR; om. C 
14 vastuni RC; om. NK 
15 II K; I N; om. C 
16 II K; I NR; om. C 
17 II K; I N; om. C 
18 蜘 1avastunoNRC; namavastuni K 

~： -Q'l c；・aNKR 
-Q'l RC; -m NK 

：~ anusli与taipcal; anusli将aiica/ NR; anusli終aiica K; anup凶Ii事taJTlca C 
;; -an凶le抑制i制御 NKR;-anup山抑制isri蜘 caC 
一－ptitpNRC; -pti-K 
7・mC; -ii NKR 
5 ca NKR; om. C 

~~ pra州防atiNKC; v耐 atiR 
7 II K; I NR; om. C. 

．
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9.3.1 

catvari yathabhiitaparij踊niini katamiini// 1 niimai~a.J)agatarp yathiibhiitaparijiiiinarp 2 

vastve事a.J)iigatarp svabhavaprajiiaptye明。agatarp vise号apr可iiaptye~anagatarp
4 
ca 

yathabhiitapari jiianarp 5 If 

9.3.2.1 

niimai与ai:iagatarp yathiibhiitaparijiianarp katamat// 7 sa khalu bodhisattvo niimni 8 

namamatratarp9 paryeほ36bl）号yatan niimaivarp (N25al) yathiibhiitarp10 parijaniiti/11 itidarpniima 

ityarthavastuni 12 vyavasthiipyate 13 yavad eva sarpjiiiirtharp dr~tyartham upaciiriirtham/ 14 yadi 

riipadisarpjiiake15 vastuni而pamiti nama na vyavasthiipyeta16 na kascit tad vastu riipam ity evarp 

sarpjaniyad asarpjiinarp17 samaropato <18niibhinivesed an(54)abhinive蜘 18>niibhilapet19 iti yad20 

evaJ!l yathiibhiitarp prajiiniitidam ucyate niimai~a.J)iigatarp21 yathiibhutaparijiiiinam/!22 

9.3.2.2 

<24vastve担頃gatarp23 yathabhiitaparijiiiinarp 24 > katamat// 25 yatas ca bodhisattvo vastuni 26 

vastumiitratarp pary句ya sarviibhilapavi針i号taIP27 nirabhiliipyarp tad 而piidisarpjiiakarp vastu 

28 
pasyati/l idarp dviti侭37al)yarpyathabhiitaparijiiiinarp vastve明。iigatam//1

1 // K; I NR; om. C 
2 yathabhiitaparijiianarp NC; yathabhiitarp parijiiiinarp KR 

; -e~ai:iagatarp KRC; -e~ai:iagatarp N 
-qi NKC; -ii R 

: -pa吋筒narpNRC；ー附筒tarpK 
II K; I NR; om. C 
7 II K; I NR; om. C ；耐niNRC；岬iK 
-qi RC; -m NK 
10・mKRC; -m N 
11 IR; om. NKC 
12 ityarthavastuni RC; ityartharp vastu K; ityartham vastu N 
·~ -e NKC; -el R 
14 I NR; om. KC 

f而padi明白批 NKR；而padik抑~iiake（却＇） c 
6 vyav部thapyetaNKC; vyavasthiipyeta/ R. cf. W: vyavasthiipyate 
17 -rp C; -n NKR 

18 nabhinivised anabhinivisan NK; nabhinivised anabhinivisarp R; niibhinivesetiinabhinivdamiino 
c 
19 -t c；・tiNR；・tllK 
~o yad C; ya NKR 
“－tarp C；・tarp/R; -ta-NK 
22 II; I NR; om. KC 

~~ -rp NK；引 R
£ .. om. C 

25 II K: I NR: om. C 
26 vastuni NKC; om. R 

：~即abhilapavisli~tarp ほR；町abhilapavisi~tarp C 
~0 II K; I NR; om. C 
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9.3.2.3 

svabhavaprajiiapt抑制拘atarp yathabhiitaparijiilinarp katamat// 2 yatas ca 加曲isattvo3 

riipadisarpjiiake vastuni 4 svabhiiva(C25al)pr司jiiaptau prajiiaptim如 atlitp pary句ya tayli 

<5svabhiivapraj白aptyatatsvabhavasyavastunal;l tatsvabhiiviibhiisataqi5> yathabhiitaqi6 pratividhyati7 

prajlinati 8 tasya nirm匂apratibimbaprati(K37 al）蜘tklipratibhliso品同C組合asvapnamliyopamarp9 

tatsvabhlivarp 10 pasyatal;l 11 tadiibhlisam <12atanmayam idarp 12 > trtiyarp yathabhiitaparijiilinarp 

sugambhirlirthagocararp svabhavaprajiiaptye明。agataqi13//14

9.3.2.4 

vise担prがaptye~aQligatarp 15 yathabhiitaparijiilinaqi 16 katamat// 17 yatas ca bodhisattvo 18 

vise明prajiiaptau19prajiiaptimatratlirp parye~ya tasmitp20 riipadisarpjiiake vastuni vise抑 rajiiaptim

advaylirthena pa8yati21 na tad vastu bhiivo nabhlival;l/!22 abhilapyenatmanliparinispannatvan23 na 

bhiivo na punar abhiivo nirabhillipyenlitmanli vyavasthitatvat// 24 evaqi m 而pi

par amむthasatyatayli25 nli而pi sarp可tisatyena26 tatra riipopaciiratayii// 27 yatbli bhavas 

I //KC; I NR 
2 II K; I NR; om. C 
3 ・oNKR; -al;l C 

: -i NKC; -ii R 
svabhavaprajiiaptylitatsvabhiivasya vastunal;l tatsvabhlivlibhlisatarp; svabhiivaprajiiaptyli 
atatsvabhavasya vastunal;l/ tatsvabhiivlibhiisatarp R; svabblivaprajiiaptyli atatsvabblivasya vastunal;l 
svabhavatiimatlirp N; svabhlivaprajiiaptyli atasvabhavasya vastunal;l svabhlivlitiimatarp K; 
prajiiaptyatatsvabhlivasya vastunal;l tatsvabhlivlibhatlirp C; cf. W: svabhlivaprajiiaptyli 
6 tatsvabhiiviibhiivasya vastunal;l tatsvabhiivii.bhlisatlitp 
7 yathiibhiitaqi NKR; yathiibhiitiirp C 

-i NK; －νRC 
8 -i NKC; －νR  
9・mC; -n NKR 
10 tatsvabhiivaqi NK; tarp svabhiivarp RC 
II 
pasyatal;l NK; pasyatal;l/ R; pasyatii yatas C 
12 
13 atanmayam idarp NKR; etad C 
' svabhiivaprajiiaptye~aQiigatarp NKR; om. C 
14 // NK; om. RC 

15 -taqi RN；・tatp//C；・ta-K 
16 
-naqi RC; -na-NK 
17 // K; I NR; om. C 
18 
19・oNKR；・al;lC 
’－pゆ aptauNKR; -priiptau C 
20 
2・irpC；・inNR；・iK 
I -i NKC；・UR 
22 
II K; I NR: om. C 
23 abhiliipyeniitmanii.pari-; abhiliipyenii.tmanii’pari-NK; abhiliipyeniitmanii apari-C; 
abhilapyenii.tmanii’P紅i-R
24 // NK; I R; om. C 
25 
-ii NKC：・iiiR 
26 -a NKC；叫 R
27 I I K; I NR; om. C 
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cabha(N25bl)vas ca 1 <2rupi carupi 2 > cal 3 tatha sanidar8ananidarsanadayo 

vise~aprajfiaptiparyaya(R3 7b I )}.t <4 sarve’nena4> nayenaivam5 <6veditavya iti//6> (55) yad7 etitp 

vi記事aprajfiaptim evam advayarthena 8 yathabhutitp 9 P吋anati也m ucyate 

visesapr吋抑制向車gatrupyathabh¥itaparij筒narp.101111

10.1 

tatra yo’sav12 a呪avidhomithyavika(K37bl)Ipo balanitp出vastujanakoIokanirvartakaQ13 so 
IS ’sya14 caturvidhasya yathabhutaparijnanasya vaikalyiid asamavadhanat pravartate//16 tasmac ca 

punar mithyavikalpat saqlldesaQ/ 17 saqlldesat srupsむasarpsrtil.t18 I 19 sarpsiirasarpsrtel.t 

sarpsaranugatarp jatijaravyadhimarai::iadikarp du}.tkharp pravartate//20 

10.2 

yadii ca bodhisattvena caturvidharp yathabh¥itaparijfianarp21 nisritya so’与tavidho22vikalpa}.t 

parijfiiito bhavati// 23 的te 仙沼me tasya samyakparij踊niid ayaty旬i24 tadadhi~thanasya 

tadalarpbanasya prapaficapatitasya vastuna}.t 25 priidurbhavo na 26 bhavati// 27 tasyanudayiid 

apradurbhiiviit tadalarpbanasyiipi vikalpasyiiyatyitp priid町bhiivona 28 bhavaty 29 evarp tasya 

1 ca C; cal NR; call K ；而picarupi N欧州向ic 
I NR; II K; om. C 
4 sarve’nena NKR; sarva anena C 
5 -m NK.; -rp RC 

~ veditavyii iti/I C; veditavyiiQ/ iti NR; vedit町劫JIiti K 
~ yad R; ya C; om. NK 
_ advayarthena NKR; advayatvena C 
., _ yathabh¥itiirp NKRC. cf. W: yathiibh¥itam 
；抑制bhutap吋蜘arpNRC; yathiibhutarp parijfiiinarp K 

1~ ~／ K; I NR; om. C 
l；’S訂； siivNKR; yarp C 
' -1.t NK.C; -QI R 
:4’sya R; sya NK.C 
s asamavadhanat NKR; asamaviidhiiniit C 
16 II K; I NRC 
17 IR: om. NK.C 
1~ sarpsiirasarpsrtiQ NKR; sarpskiirasarpsrviQ C 
,., I R: om. NKC 
20 JI K: I NR: om. C 
~~ ca町吋品仰 y創habh¥itaparij踊n
；~’事th刊品o N；事thavi品oKRC 
3 // K; I NR; om. C 
24 -rp NKC；・nR 
25 vastuna}.t R; vastuna NK.; vastuno na C 
26 na NKR; om. C 
27 II K; I NR; om. C 
28 na NKR; om. C 
29 bhavaty NKR; bhavati C 
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savastukasya 1 vikalpasya nirodho ya~ sa sarvaprapaii.canirodho veditavy功II2 ev~ 3 ca 

prapaiicaniro品obodhisattvasya ( C25b 1) mahliyiinap釘inirv匂加 itiveditavyam/t 

t
a
 ．
 

’ES 
－－
a
 
常事te ca dharme tas抑制thata町卸hago(R38al)c間前nasya visuddhatvat sarva凶

v凶itapraptilplabhate sa bodhisattvo yad uta nirmlit}e5 'pi vi(K38al )citre nairmlit}ikaya6 rddhya/7 

pari平おne ca 8 vicitre pari~盈nikaya rddhyii/ 9 sarvajiieyasya ca jiiane/ 10 yavadabhipretaii 

clivasthiine/ 11 k盈na凶ratas ca vinopakram~ cyutau 12 // 13 sa evam va5itaprapt~ 

sarvasattvasre斜ho14bhavati15 niruttara~／16 

11.2 

evarp. ca sarvatravasinas tasya bodhi(N26al)sattvasya17 uttam劫 paiiclinu$ansliveditavya~／ 18 

paramarp. cittasantim 19 (56) anuprapto bhavati/20 vihiirapra弱ntataylina kle$apra弱ntatayli21 //22 

sarvavidyasthline手uclisyavyahatam p凶 ud品抑 paryavadlitarp.jiilina釦旬narp.pr町 artate23 11 24 

akhinnas ca bhavati sattvanam arthe sarp.saras~sftYli 25 II 26 tathligatanaii ca 27 

(28sarvasandhayavacanan anupravi5ati 28 >111 na ca <2mahaylinadhimukteb sar凶lliηo2 > bhavaty 

~ sav 
II K; I NR; om. C 
3・mNKC; -ii. R 
4 // NK; I R; om. C 
5 nirmlit}e NRC; nirva~e K 
; nairm拙 ayliNKR; om. C 
_ I N; om. KC; illegible R 

: ca NK; cal C; illegible R 
' I NR; om. K; illegible C 

；~ I NR; II K；向帥 C
I NR; om. KC 
1= cyutau NC; cyuto K; illegible R 
" II K; I NR; om. C 

~~ sarva凶 tvasre抽o;NKR; sarva則何時u(s.幼 sre~tho C; cf. W: sarvasattvas ca sre~tho 
•J -i NKC; -ii R 

16 // K; I NR; om. C 
17 -a NKC; -al R 

1~ // K; I N; om. C; illeg必1leR 
~~ -santim N；・slirp.timC; -santim K; illegible R 
I NR; II K; om. C ；；や凶nta附 NKC;prasa削 ayaR 
23 // K; I NR; om. C 
24 pravartate; pravarttate NKR; pravartteta C 
II K; I NRC 

~~ s~sarasarµ捌ya NRC; sarμsararμ sarμsftYii K 
~~ II K; I NR; om. C 
28 ca NKR; cal C 
-vacanan釦 u-;-vacananu-C; -vacanlin<u>linu”N; -vacanliny anu-K；必egibleR; cf. W: -vacanan 
anu-
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aparapratyayatayli3 // 

11.3 

asya khalu paficavidhasyanusaqisasya parpca vidham eva karma veditavyam// 4 paramo 

dfl?tadharmasukhavihliro bodhisattvasya bodhaya prayoganiηatasya kliyikacaitasikasya 

vyayamak加nasyanasliya cittaslinter 5 anusarpsasyaitat ka(R38bl)rma ve(K38bl)ditavyam// 6 

sarvabuddhadharmliJ:ilirp paripako bodhisattvasya sarvavidylisthline~v <7 avyahatajfi.anataya 

anU.Sarpsasyaitat 7 > karma veditavyaml/ 8 sattvaparipliko bodhisattvasya sarpslirakhedatliyli 9 

anusarpsasyaitat 10 karma veditavyam// 11 vineyanlim utpannotpannlinlirp 02sarpsaylinarp prati 

vinodanarp 12 > dharmane町as 13 ca dirghaklilarp parikar~ai:iarp 14 sandhlira~aqi 

saddharmaprati而pakli阜両1 slisanlint釘仙liya凶nlirp parijiilinarp praklisanlipakar抑制ayli/ 1s 

sarvasandhliyavacanapraveslinusarpsasyaitat karma veditavyam// 16 sarvaparapravlidinigraho 17 

cirぬaviryatiica prai;iidhliniic ciicyutil;tl 18 asarphiiryatiiparapratyayatvlinu8arpsasyaitat 19 karma 

veditavyam!P0 

11.4 

evarp hi bodhisattvasya yiivat kirpcid bodhisattvakar卸iy抑 tatsarvam ebhiQ paqicab凶

anusarpsakarmabhiQ21 parigrhitarp22 bhavati//23 tat punal:i karai;iiyaqi katamat//24 asarμkli手laqt25

1 II K; I NC; 1Z向gibleR 
~ -mukteりsa刷1iiryoRC; -m此tas開制ryoN; -muktaqi印刷iliryoK 
: -pratyayatayii NR; -pratyeyatayli k；川egibleC 
II K; I N; om. C;; illegible R 
: -ter NC; ・附 K; illegible R 
II K; I NR; om. C 
: -jiilinat柄側・ N；仰向linu・R;-jiilina附叩u・KC
II K; I NR; om. C 

~ sarp市政h油断； sarpsむa凶edatiiy五hNR; sarpsiira datiiyli K; s仰 sii掃拙edit
1 ° -syaitat NKR; -sya C 
1 II K; I NR; om. C 

＇.~ sarpbyii蜘 prativinodanarpほ R;pratividiid evarp C 
·~ -netryiis NKR; -netryas C 

一－rpNK; -rp/ R; ++ C 
15 I NR; II K; om. C 
16 // K; I NR; om. C 
;1 -praviidini 
8 I R; II K; om. NC 
f吻 ara・；向紅a・c；・ta'para-NKR 
0 II K; I NR; om. C 
21 -ii) NKR；・ic 
~2 ・m c；・mNKR 
3 // K; I NR; om. C 
24 // K; I NRC 
25 ・mC; -fi NKR 
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ciitmasukharp. buddhadharmaparipiikal}. 1 sattva(C26al )paripiiJcalY 2 saddharmasya dhiiraQam/ 3 

acala(N26b 1 )praQi曲面a(57)syottaptaviryasyaparaviidavinigrahas4 ca//5 

12. 

tatra catun).iin ta(K39a1 )ttvむthiiniirp.prathamau dvau hinau trtiyo madhyamas 6 caturtha 

uttamo veditavyaQ// 

(R39a I )//Bodhisattvabhiimiiv iidhiire yogas thane ca(K39a2）田口harp.Tattviirthapatalam 7 // 

；－り NKC；相 R
I NR; om. KC 
3 I KR; om. NC 
~ para 
"' II KR; I N; om. C 
; madhyam話 NK;madhyamaQ/ R; ma品川 C
tattviirthapatalam NRC; patalam K 
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Philosophical Developments from the Bodhisattvabhiimi 

to the Bodhisattvabhiimiv,血iscaya:

With Special Reference to the Concept of Vastu as Used in the “Tattvartha”Chapter 

Koichi TAKAHASHI 

The Aim of the Present Work 

It is well-known that Yogacara is‘along with the Madhyarnika, one of the two 

Mahayana schools. The thought of the Y ogacara school is widely accepted to be a 

fo1m of idealism because it as~e11s that all existents are only mind and does not 

recognize them as real and material o吋ectsin the outer world. However, the Y ogacara 

did not expressly propound any such ideas from the outset. One of the earliest works 

of this school, the Bodhisattvabhiimi of the Yogacarabh而'JJI~ does not ref er to 

so-called idealism. On the contrary, the notion of vastu, or the really existing thing, 

plays an important role in its ontological doctrine explained in the fom1h chapter, 

“Tattva口hapa~ala.刊 How does the thought of the Bodhisattvablu1mi, which is 

premised on the existence of the vastu, relate. to Yogacara idealism司 inwhich all 

existents are recognized as products of the mind? How did the Yogacara develop its 

thought from non-idealism? Regrettably匂wehave not yet obtained definitive answers 

to these questions. Therefore, the Bod/Jisattvablu1mi seems isolated from later 

Yogacara literature from the point of view of philosophical history. Neve11heless. we 

can find that it is not isolated in Y ogacara history when we read the 

Bod/Jisattvabhii111ivli1iscaya, pa11 of the Viniscayasa1pgraha{1i of the Yogacarab/Jii1111: 

in which the notion of vastu is once again analyzed on the basis of more developed 

doctrines called the pa1icavastu theory and tn.注vabhavathemγ. This present work aims 

to consider how the thought of the Bodhβ・attvabhiimi influenced the history of 

Y ogacara thought, in other words, how a doctrine that presupposes the existence of 

the vastu was accepted by more developed theories like the pa1icavastu theory and the 

tn.旨vab/Javathemγ． 

223 



Texts 

The Yogiiciirabbiimi, one of the important texts of the Y ogacara school, is quite 

voluminous, consisting of l 00 fascicles in the Chinese translation. Although there 

remain very complex problems concerning the author/s or compiler/s and the process 

of its composition, it is generally recognized that the text was compiled in about the 

fourth century from some strata that belong to various phases when considered from 

the viewpoint of philosophical history. It comprises basically five parts: the Mau/j 

Bhiimi, the VJi1iscayasa1pgraha1Ji, the * Vivara~iasa11 l!Taha~1よ the Paryiiyasa1pgraha~1i. 

and the 均stus.'!pgraha1.Ji. The Bodhisattvabhwm: belonging to the Maufj Bhiimi, is 

considered to be one of the earliest strata, and the Bodhisattvabhiimivliuscaya, as its 

title shows, is included in the VJi1iscayasa pgraha{1i, which deals with relatively 

developed notions‘such as the trisvabhiiva theory, in order to analyze the contents of 

the Mauli Bhii1111: 

The Bo必isattvabhiimiis considered to contain the relatively earlier thought of the 

Y ogacara school, as do the Sriivakab/1iimi and l匂stusa1pgraha{1i,because it does not 

refer to notions typical of Y ogacara idealism, such as tlisvabhiiva.司 iiiii yaゆ均•ia and 

zψ万aptli11itratii.In its 4th chapter句 the“Tattv加hapa¥ala,"the Bodhisattvabhiimi 

emphasizes that it is important to understand the existence of the vastu, which is 

considered on the one hand to be the basis of verbal expression but on the other hand 

to ultimately exist with an inexpressible esscncc. The notion of vastu appcars at first 

sight to contradict idealism insofar that it signifies something truly existent. In spite of 

this, we can occasionally detect its influence in some Y ogacara texts. Therefo1・e,it is 

assumed that the thought of the Bodhisattvabhiimi is not completely disconnected 

from subsequent Y ogacara works, but was accepted in them with some inte叩retation.

Among these texts succeeding to the thought of the Bod/1isattvabhiin11; the most 

significant might be the Bodhisattvabhii111iviI1iicaya, since the Viniicayas111pgraha1Jns 

an exegesis of the Mauli Bhiimi, containing also the Bod/Jisattvabhiimi, but was also 

influenced by more developed thought found in the Smpdhi11innocm1a-siitra, almost 
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all of which i's quoted in the Bodhisattvabhiimivin.必i;aya.Accordingly, the 

ViniscayasalpgrahaJJi is definitely related to both old and new elements of Y ogacara 

thought. In addition, the Bod/Jisattvabhii111iviniscaya begins its . explanations of the 

pafica vastu theory and 的~vabhava theory respectively with the following sentences: 

“Those who wish to understand the tattva11ha should, in short, understand the 

pafica vastus ...”（ViSg 1 .0: de kho na’i don rnam par shes par’'clod pas mdor bsdus na 

dngos po Inga rnam par shes par bya ba ... ) and“Those who wish to understand the 

tattvartha should apply themselves to the trisvabhavas ...”（ViSg 2.0: de kho na'i don 

rnam par shes par’＇dod pas/ ngo bo nyid gsum la brtson par bya ba ..ふHerethe tem1 

臼ttvarthameans“true meaning”or“true o吋ect,"which indicates the subject matter 

of the 4th chapter of the Bodhisattvab/11/1111: The pa1icavastu theo1y is one of the 

imp011ant doctrines of the Y ogacara school in which all existents or phenomena are 

analyzed under the following five categories(= paficavastiim): nimitta or phenomenon, 

11a111a or designation, vikalpa or conception. tathata or suclmess, and sa111yagjfia11a or 

con-ect wisdom. The trisvabbava themy, meanwhile司 iswell-known as a system that 

explains all phenomena through three aspects: pankalpn臼svabbavaor conceptualized 

nature, parata11tras悶bbavaor dependent nature, and paii11i伊iam1asvabhavaor 

completed nature. Therefore, it is considered that the Bodl11：~attvab/11/111ivli1ifcaya 

attempts to explicate the thought of the BO£掛isattvab/11/miconcerning vastu by means 

of these more developed theories. 

Methodology 

As stated above、arelationship can be expected to exist between the Bodhisattva-

bbiimi and the Bo必・isattvabhiimiv1i11icaya.But how do they relate to each other in 

concrete tenns? With regard to this question, the present work nall"ows down the 

argument to the following three topics: 

[ 1] The investigation of the contents of each doctrine, namely, the thought 

associated with the vastu in the“Tattva11ha”chapter of the Bodbisattvabbiimi and 

the palicavas.印themγandtrisvab/1ava theorγin the BodbisattvabbiiminiJ.が・caya. 
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[2] The development of the threefold arguments over the inexpressibility of the 

vastu. 

[3] The development of the view that the vastu ai色esfrom vika伊oor 

conception. 

The first topic provides outlines of these doctrines according to the descriptions 

found in both texts. The second and third topics deal with subjects that are originally 

discussed in the Bod/Jisattvab/Jiimi and repeatedly discussed or mentioned in some 

fonn in the Bod/Jisattvabhil111ivi11iscaya合omthe viewpoints of both the paiicavastu 

and tnsvabhava theories. In my view, the concrete influence of the Bodhisattvabhilmi 

on the Boa白1sattvabhu1111・vi11iscayacan be seen in the latter two topics. 

With respect to the structure of the present work, these topics are discussed in 

Chapter 2, although the chapter sections do not correspond to these topics. It is rather 

difficult to discuss each topic separately since they are closely interconnected in each 

text. Therefore. they are discussed in sections for each text in Chapter 2, and the 

results are then integrated in Chapter 3. 

Examination 

I shall now summarize my examination of these three topics. 

[I] As stated above, vastu as discussed in the Bodhisattvabhiimi is analyzed by means 

of the paiictwastu and tnsvab/Jliva theories in the Bodh1stlffvt1blulmivi11がcaya.This 

present work analyzes first thc contents of vastu, which is the basis of verbal 

expression but ultimately exists with an inexpressible nature, according to the 

description found in the“Tattvartha .. chapter of the Bodhisattvablu1mi (chap. 2, sect. 

1.2), after which it is compared with the contents of the paJicavastu theo1y (chap. 2, 

sect. 2.2). In this examination, I focus especially on definitions of two elements of the 

pancavastus, namely, nimitta or phenomenon and tat/Jata or suclmess. In this theory, 

nimitta is defined as the vastu which becomes the basis of verbal expression, while 

tathata is defined as the vastu which does not become the basis of verbal expression. 

In addition, among the other three elements of the paiicavastus, namely, i1ama or 
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designation, vika伊aor conception, and sanザ'llgjiianaor correct wisdom, the first two 

notions have already been used in the Bodhisa~tvabhiimi in a similar way to the 

pa.iicavas.加 theory.Accordingly, this comparison can demonstrate the probability that 

vastu in the Bodhisattvabh面η'l・wasanalyzed into nimitta and ta幼＇atain the paiica vastu 

theory. 

With respect to the Tisvabhava theory‘after indicating that its definition derives 

from the trilak$aJ)a theory of the Saipd/Jinirmocana~siitra. this present work argues 

that the trilak$al)as in the Sa. pa白1inirmocana-siitra・presuppose notions concerning the 

pa.iicavastu theory through an examination on a Tun-huang version regarded as an 

earlier translation of this sutra (chap. 2, sect. 3 .2・3).Although the sutra explains pari-

kalpitalak$al)a as something established as the essential nature or an attribute of 

phenomena by means of name and convention (SNS P 15b 1-6, D 14a5・b2:chos rnams 

kyi kun brtags pa’i mtshan nyid gang zhe na/…chos rnams kyi ngo bo nyid dam bye 

brag tu ming dang brdar rnam par gzhag pa gang yin pa’oilう， theTun-huang version 

defines it with the term mtshan ma(= *m・mitta)instead of“convention.”Accordingly, 

it is considered that the Saipdhinirmocana-st／，仰 originallyused the term * nimitta in 

the definition of pankaljフ1italak$al)aas well as the term事nama.Also, it defines 

parin.卯1annalak$al)awith the term ＊臼that§,and司 moreover,paratantralak$al)a is 

explained as the object of vikalpa or conception. These facts seem to show that some 

components of the pancavastu theory already functioned as technical terms before the 

trilak$al)as were defined in the Sa1pdhininnocana-siitra even if the term sa1pyagがana

or“coηect wisdom刊 isnot expressly advocated in this sutra. 

[2] In order to reveal the inexpressibility of the vastu, the Bodhisattvabhiimi indicates 

three contradictions in the view that verbal expression is the essence of the vastu 

(chap. 2, sect. 1.3). The first is that. if the vastu had an essence identical to a verbal 

designation, the vastu would have many essences since many designations can be 

assigned to the vastu. The second is that, if verbal expression were the essence of the 
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vastu, it could not possess an essence before giving a verbal expression, in other 

words, the vastu could not exist. Therefore, the expressions would lose their basis. 

The last is that, if the vastu had any essence as Iii,ρa etc., beforehand and a 

designation like “riipa”were given to such an essence, we could understand the name 

of the vastu before giving it a name. These three arguments are used in the 

Bodhisattvabhii111ivi11iscaya to prove that the nimitta cannot be essentially designated 

(chap. 2, sect. 2.3 ). Although they are mentioned only briefly and inexplicitly in the 

section on the trisvabbava theory, the Xiiinyimg shengjiao fun顕揚聖教諭 altersthe 

three arguments on the basis of this brief description (chap. 2, sect. 3.4). Therefore司

the threefold argument, which is associated in some way with both the pa1icavastu and 

的~vabbavatheories, can provide some leads for investigating developments from the 

Bodhisattvabhiimi to官、eBodhisattvabhiimiviniscaya. 

[3] The Bodhisattvabhiimi explains mutual causation between the vastu and vika伊σor

conception. It states that both (i.e .. vastu and conception) should be understood as 

having no beginning and acting as mutual causes司andthat the fom1er conception is (a 

cause) for the arising of the present vastu, which is a base for the conception『 while

the present vastu, which is a base for the conception, is a cause for the ai匂ingof the 

present conception, having it (= the ＇叫『tu)as a base (13Bh 8.4: tac caitad ublu.り匂117

:m5di隔likaq1c511yo11yahefllka111 ca veditavyam/I piirvako vikalpaf1 praty1.1tpa1111asya 

VI：註alpala111ba11a~：ya vastw1af1 pradurbl福V孟~valpra(vutpa1111a111 pwiar vikalpala111ba11a1p 

vastu pradurbl.沿ta111 pratyutpa1111.ぉ~a tadala111ba11asya vikalpasya pradurbhavaya 

betufl//) (chap. 2, sect. 1.4). The Bodbisattvabhiimivliuscaya refers to this description 

in the section on the paficavasiu th~ory, and it also explains the relationship between 

the nimitta or phenomenon and the vika伊aor conception in a similar way (chap. 2. 

sect. 2.2). On the other hand, in the section on the trisvabhava theory it affim1s the 

mutual relationship between the vastu and verbal expression instead of conception 

(chap. 2, sect. 3.5). As previous research has suggested, such a relationship provably 
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er derived from the' mutual causation between the vastu and the vika/1フa,but it is 

a 

nevertheless not a chronological relationship, .unlike in the Bo必isattvabhiimi

Moreover, the section on the trisvabhava theory explains the vastu arisen from verbal 

expression as an image in meditation, despite the fact that the section on the 

pa1icavastu theory obviously distinguishes the image in meditation from the nimitta 

s. 

1e 

1e 

~d arisen自・omconception. 

1e 

1e Conclusion 

2・
‘’司 As stated above, the Bodhisattvabhiimi declares that, although the vastu becomes a 

d base for verbal expression, it ultimately exists with an inexpressible essence. Such a 

feature of the vastu can be compared to the relation between the nimitta or・

phenomenon and ta 'hatii or suchness in the pa1icavastu theory. In addition, other 

elements of that theorγ，namely司 the11iima11 or designation and the vikalpa or 

1e 

V
E
 
｝
 conception, have already been utilized in the Bodhβ・attvabhii ni in a quite similar way. 

Moreover『 thesection on the pa1icavastu theory in the Boめ・1sattvabh1/111ivli1iicaya

mentions the description given in the Bodh1sattvab/11/111i, according to which the vastu 

arises from conception. Therefore, the Bodlusattvabhilmi is considered to have had a 

』S

a 

e 

e profound effect on this theory. On the other hand, the trisvabhiiva theory cleaiヤ

depends on the definition of the trilak.~a{Ja theory in the sa,,u幼Jiuimocana・siltra.The 11 

a investigation of the statements concerning the trilak~＇＞a{Jas makes it clear that this 

17 theory is not complete in itself. but requires the notions of nimitta. 11ama11. vika/1フ・a.

a and tathati. This fact appears to imply that these notions‘which constitute the 

pa1ica vastu them）＇、 functionedas technical tem1s associated with each other before the 

1 trilak~a?Jas or trisvabl1avas were defined. Accordingly, some notions of the 

pa1icavasflls may be regarded as deriving from the .. Tattva11ha”chapter of the 

2・
~ Boa白・1"sattvabhii1111:and at the same time these notions are considered to be 

presupposed in the tril.ak~a?Ja theory of the Sa1p£掛・inin11ocana-slltra.In other words, it 

is to be sun11ised that in chronological terms the pa1icaT包stuthem)' was fon11ulated 
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some time benveen the Bod/Jisattvabhiimi and the Sa1pa恰ini1111ocana-siitra.

As far as the Yogacarab/Jiimi is concerned, this assumption seems to be reasonable‘ 

for when we examine two subjects which are repeatedly discussed in both the Bo-

dhisattvab/Jiimi and the Boa白1isattvabhiimini1iscaya,the most important changes can 

be found in passages in the sections on the trisvab/Java themγ. This means that the 

thought of the Bodhisattvabhii1111・isrelated more closely to the paficavastu theo1y than 

to the t1古vab/Javatheory. 

Consequently, I consider that the ideas concerning vastu developed into the pa1ica-

vastu themγand that the tnsvabhava theo1y was then premised on this latter theory・
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